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市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
25
年
11
月
に

『
下
野
市
学
校
適
正
配
置
基
本
計
画
』
を

策
定
し
、
平
成
26
年
か
ら
向
こ
う
10
年
間

を
展
望
し
た
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
学
校
現
場
に
お
け
る
課
題
と

そ
の
解
決
に
向
け
た
考
え
方
や
取
組
を
示

し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
お
い
て
、
細
谷
小
学
校
及

び
国
分
寺
西
小
学
校
は
、
過
小
規
模
校
の

解
消
を
目
指
す
学
校
と
し
て
小
規
模
特
認

校
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
か
ら
３
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
状
況
の
検
証
と
今
後
の
あ
り
方

を
協
議
す
る
た
め
、平
成
28
年
４
月
に「
下

野
市
学
校
適
正
配
置
推
進
協
議
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課

☎（
32
）８
９
１
７

　

平
成
28
年
度
は
４
回
の
会
議
を
開
催
し
、

小
規
模
特
認
校
の
成
果
と
課
題
、
地
域
や

保
護
者
に
対
す
る
説
明
会
で
の
意
見
等
を

踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
検
証
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

２
月
16
日
に
は
、
協
議
会
よ
り
「
下
野

市
に
お
け
る
小
規
模
特
認
校
の
取
組
に

対
す
る
検
証
結
果
に
つ
い
て
」
が
教
育
委

員
会
に
提
言
さ
れ
、
第
11
回
教
育
委
員
会

定
例
会
会
議
に
お
い
て
、
こ
れ
を
受
領
し
、

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
月
24
日
開
催
の
第
２
回
総

合
教
育
会
議
に
お
い
て
、
提
言
の
内
容
が

承
認
さ
れ
、
今
後
の
方
向
性
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

提
言
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

細
谷
小
学
校
に
お
い
て
は
、
小
規
模
特

認
校
制
度
の
導
入
に
よ
り
利
用
者
の
増
加

傾
向
が
見
ら
れ
、「
下
野
市
適
正
配
置
基

本
計
画
」策
定
当
時
の
児
童
数
は
28
名（
う

ち
２
名
が
制
度
利
用
者
）
で
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
28
年
現
在
で
は
41
名
（
う
ち
９

名
が
制
度
利
用
者
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
小
学
校
３
・
４
年
生

の
複
式
学
級
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

１
学
年
～
４
学
年
ま
で
が
通
常
学
級
と
な

る
予
定
で
す
。
今
後
５
年
間
の
児
童
数
の

推
移
を
見
た
場
合
、
40
名
程
度
で
推
移
す

る
と
考
え
ら
れ
、
当
面
は
現
状
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
指
定
区
内
に
お
け

る
開
発
要
件
の
緩
和
（
都
市
計
画
法
34
条

第
11
項
）
を
受
け
、
細
谷
小
学
校
区
で
は

こ
れ
ま
で
に
７
件
の
専
用
住
宅
が
新
た
に

建
築
さ
れ
、
人
口
の
流
入
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
本
協
議
会
は

細
谷
小
学
校
に
お
い
て
は
小
規
模
特
認
校

制
度
を
引
き
続
き
継
続
し
な
が
ら
、
更
な

る
複
式
学
級
の
解
消
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
が
有
効
で
あ
る
と
結
論
付
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
複
式
学
級
の
完
全
解
消
に
は

至
っ
て
い
な
い
た
め
、
次
の
３
年
目
と

な
る
平
成
31
年
に
同
様
の
検
証
を
実
施
し
、

更
な
る
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

を
付
言
し
ま
す
。

学校適正配置推進協議会会議

石橋中学校区における小中一貫教育のイメージ

第２回　下野市総合教育会議

細
谷
小
学
校
の
検
証
結
果

石
橋
中
学
校
区
の

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　

石
橋
中
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

が
４
校
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
舎
が
離
れ

て
い
る
状
況
で
す
。
同
一
敷
地
内
で
の
小

中
一
貫
教
育
に
は
適
し
て
い
な
い
た
め
、

施
設
分
離
型
の
小
中
一
貫
教
育
（
※
１
）

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
細
谷
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
複

式
学
級
が
存
在
し
、
石
橋
中
学
校
と
の
小

中
一
貫
教
育
は
独
立
し
て
行
う
こ
と
が
不

可
能
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
小
中
連
携

教
育
（
※
２
）
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

下
野
市
に
お
け
る
小
規
模
特
認
校
の

今
後
の
方
向
性
が
決
定
し
ま
し
た
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問
１

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

栃
木
県
で
考
古
資
料
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
の
は
何
年
ぶ
り
？　

①
72
年　

②
17
年　

③
７
年

【
用
語
解
説
】

※
1 

小
中
一
貫
教
育

　

小
中
共
通
の
教
育
目
標
達
成
に

向
け
、
９
年
間
を
通
じ
た
教
育
課

程
を
編
成
、
実
施
す
る
制
度
で
あ
り
、

系
統
的
な
教
育
を
目
指
す
も
の
で

す
。

　

学
年
区
切
り
で
は
な
く
９
年
間

の
連
続
性
を
持
た
せ
た
学
習
が
可

能
と
な
り
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
や
つ
ま
ず
き
や
す
い
学
習
内
容

に
つ
い
て
の
長
期
的
な
視
点
に
立

っ
た
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
う

事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
改
正
学
校
教
育
法
に
よ

り
、
義
務
教
育
学
校
の
制
度
が
導

入
さ
れ
、
６
・
３
制
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
９
年
間
の
義
務
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
2 

小
中
連
携
教
育

　

小
学
校
と
中
学
校
が
、
情
報
交

換
や
交
流
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、

小
学
校
教
育
か
ら
中
学
校
教
育
へ

の
円
滑
な
接
続
を
目
指
し
て
様
々

な
教
育
を
行
う
も
の
で
す
。

国分寺中学校区における小中一貫教育のイメージ

国
分
寺
西
小
学
校
の
検
証
結
果

　

国
分
寺
西
小
学
校
に
お
い
て
は
、
平
成

28
年
現
在
、
児
童
数
は
33
名
（
う
ち
制
度

利
用
者
２
名
）
で
あ
り
、
小
規
模
特
認
校

制
度
の
導
入
以
降
の
利
用
者
は
３
名
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。「
下
野
市
適
正
配
置
基

本
計
画
」
策
定
当
時
の
児
童
数
が
62
名
で

あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
３
年
で
半

減
し
た
こ
と
に
な
り
、
急
速
な
少
子
化
傾

向
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
お
け
る
新
入
生

ゼ
ロ
と
い
う
状
況
は
、
日
々
の
授
業
や

学
校
行
事
に
不
均
衡
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

当
該
児
童
や
教
師
の
負
担
が
益
々
増
え
て

い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
全
て
の
学
年
に
お
い
て

複
式
学
級
と
な
り
、
今
後
５
年
間
の
児
童

数
の
推
移
を
見
た
場
合
、
30
名
程
度
で
推

移
す
る
と
考
え
ら
れ
、
小
規
模
特
認
校
の

導
入
目
的
で
あ
る
複
式
学
級
の
解
消
は
望

め
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
開
発
要
件
の
緩
和
（
都
市
計
画

法
34
条
第
11
項
）
に
よ
る
専
用
住
宅
の
建

築
は
、
こ
れ
ま
で
に
１
件
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
人
口
の
大
幅
な
増
加
に
繋
が

る
よ
う
な
開
発
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
本
協
議
会
は
、

国
分
寺
西
小
学
校
の
小
規
模
特
認
校
制
度

を
こ
の
ま
ま
継
続
し
複
式
学
級
の
解
消
を

図
っ
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
、
国
分
寺
小
学
校
と
の
再
編
が
必
要
で

あ
る
と
結
論
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
国
分
寺
東
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

単
独
で
国
分
寺
中
学
校
と
の
小
中
一
貫

教
育
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
国
分

寺
中
学
校
と
の
距
離
が
離
れ
て
い
る
た
め
、

施
設
分
離
型
の
小
中
一
貫
教
育
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

再
編
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、
ま

ず
、
国
分
寺
中
学
校
・
国
分
寺
小
学
校
・

国
分
寺
西
小
学
校
を
「
小
中
一
貫
教
育
実

践
研
究
学
校
」
に
指
定
し
、
公
用
車
等
を

利
用
し
た
児
童
の
移
動
を
伴
う
小
中
一
貫

教
育
を
平
成
29
年
度
、
平
成
30
年
度
に
実

施
し
、
そ
の
２
か
年
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
平
成
31
年
度
に
国
分
寺
小
学
校
と

の
再
編
を
提
言
い
た
し
ま
す
。

国
分
寺
中
学
校
区
の

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　

国
分
寺
中
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
は
３
校
あ
り
ま
す
が
、
国
分
寺
中
学
校

と
国
分
寺
小
学
校
は
校
舎
が
隣
り
合
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
隣
接
型
の
小
中
一

貫
教
育
が
可
能
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

国
分
寺
西
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
複
式

学
級
が
存
在
し
、
独
立
し
た
小
中
一
貫
教

育
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
な
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
決
定
を
受
け
、
国
分
寺
中

学
校
・
国
分
寺
小
学
校
・
国
分
寺
西
小
学

校
の
３
校
を
「
小
中
一
貫
教
育
実
践
研
究

学
校
」
に
指
定
し
、
平
成
29
年
度
か
ら
平

成
30
年
度
の
２
か
年
で
、
学
校
行
事
や
総

合
的
な
学
習
、
一
部
の
教
科
等
に
お
い
て

合
同
で
授
業
を
行
う
な
ど
の
実
践
を
通
し

て
、
市
内
の
先
進
的
な
事
例
と
し
て
取
組

を
研
究
し
、
平
成
31
年
度
に
、
国
分
寺
西

小
学
校
と
国
分
寺
小
学
校
と
の
再
編
を
実

施
し
ま
す
。
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○
提
言
１

　

南
河
内
中
学
校
区
に
義
務
教
育

学
校
を
導
入
す
る

　

南
河
内
中
学
校
区
小
中
学
校
の

学
力
の
一
端
を
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
か
ら
考
察
す
る

と
、
国
語
、
算
数
・
数
学
、
い
ず

れ
の
教
科
に
お
い
て
も
伸
び
悩
ん

で
い
る
状
況
で
あ
り
、
学
習
状
況

の
大
き
な
改
善
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
少
人
数
の
学
年
集
団
で

あ
る
た
め
に
、
人
間
関
係
が
固
定

化
し
切
磋
琢
磨
す
る
場
面
が
少
な

い
状
況
で
あ
り
、｢

学
び
に
向
か

う
力｣

や｢

自
ら
学
ぶ
力｣

が
低

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
改
善
す
る
た

め
に
は
、
集
団
の
中
で
の
「
学
び

合
い
」、「
育
ち
合
い
」
が
有
効
で

あ
り
、
他
者
の
様
々
な
意
見
や
考

え
に
気
づ
き
、「
な
ぜ
そ
う
な
の

か
？
」「
ど
う
し
て
そ
う
な
る
の

か
？
」
と
い
っ
た
探
究
的
な
学
び

の
繰
り
返
し
が
有
効
と
言
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
適
正
規
模
の
集

団
の
中
で
学
習
で
き
る
環
境
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
環
境
は
子

ど
も
た
ち
が
切
磋
琢
磨
で
き
る
環

境
で
も
あ
り
、
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
学
力
に
応
じ
た
学
び
を
確
保

し
、
相
乗
効
果
に
よ
り
全
て
の
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る

　

南
河
内
中
学
校
区
小
中
一
貫
教

育
推
進
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

提
言
を
受
け
、
２
月
24
日
に
下
野

市
総
合
教
育
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
議
に
お
い
て
協
議
し
た
結
果
、

南
河
内
中
学
校
区
の
小
中
一
貫
教

育
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
提
言
内

容
の
と
お
り
承
認
さ
れ
、
今
後
の

方
向
性
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
提
言

内
容
と
理
由
に
つ
い
て
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

　

市
と
市
教
育
委
員
会
が
、
平
成

28
年
３
月
に
市
の
教
育
目
標
や
施

策
の
根
本
と
な
る
方
針
に
つ
い
て

定
め
た
『
下
野
市
教
育
大
綱
』
に

お
い
て
、
市
の
教
育
の
目
指
す
べ

き
方
向
性
の
一
つ
と
し
て
小
中
一

貫
教
育
の
推
進
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
11
月
に
策
定

し
た
『
下
野
市
学
校
適
正
配
置
基

本
計
画
』
で
は
、
南
河
内
中
学
校

区
を
『
将
来
的
に
小
中
一
貫
教
育

の
推
進
を
図
る
学
校
区
』
と
し
て

位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
等
に
基
づ
き
今

年
度
、
中
学
校
区
単
位
で
の
学
校

の
あ
り
方
や
教
育
環
境
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
た
め
、
南
河
内
中
学

校
区
小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
小
中
一
貫
教
育

の
基
本
的
構
想
や
方
針
が
協
議
、

検
討
さ
れ
、
こ
の
度
、
南
河
内
中

学
校
区
に
お
け
る
新
た
な
教
育
環

境
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
第
一

次
提
言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
市
長

へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

南
河
内
中
学
校
区
に
義
務
教
育
学
校
を
導
入

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
た
め
新
た
な
教
育
環
境
づ
く
り
へ

南河内中学校

南河内中学校区における義務教育学校のイメージ

南
河
内
中
学
校
区

　

小
中
一
貫
教
育
推
進

　
　
　
　

に
お
け
る
提
言

　
　
　
　
　
（
第
一
次
提
言
）

提
言
１　

 

南
河
内
中
学
校
区
に

 

義
務
教
育
学
校
を
導
入
す
る

     提
言
２　

 

義
務
教
育
学
校
は

 

施
設
一
体
型
と
す
る

提
言
３　

 

施
設
は
現
南
河
内
中
学
校
の

 

敷
地
内
に
設
置
す
る　

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】　

②　

前
回
は
２
０
０
０
年
に
藤
岡
神
社
遺
跡
出
土
品
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
心
身
の

発
達
の
早
期
化
や
中
学
進
学
時
の

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
（
※
１
）
等
へ
の

対
応
に
つ
い
て
も
、
義
務
教
育
９

年
間
の
一
貫
し
た
教
育
活
動
の
中

で
、
学
年
段
階
の
区
切
り
を
工
夫

す
る
こ
と
や
早
く
か
ら
教
科
担
任

制
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り

効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
適
正
な
人

数
の
集
団
を
確
保
し
、
一
つ
の
教

育
目
標
に
よ
る
９
年
間
の
一
貫
し

た
学
び
が
実
現
で
き
る
義
務
教
育

学
校
の
導
入
は
、
南
河
内
中
学
校

区
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
の
推
進

総
合
教
育
会
議
で

方
向
性
を
決
定
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○
提
言
２

　

義
務
教
育
学
校
は
施
設
一
体
型

と
す
る

　

南
河
内
中
学
校
区
に
お
い
て
、

固
定
化
さ
れ
た
人
間
関
係
を
改
善

す
る
こ
と
が
難
し
い
現
状
が
あ

り
、「
挑
戦
す
る
姿
勢
」
や
「
自

己
表
現
力
」
の
伸
長
が
望
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
で
の
学
習
の

つ
ま
ず
き
が
、
教
科
担
任
制
と
な

る
中
学
校
で
の
学
習
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、

１
～
９
年
生
担
当
の
教
職
員
が
同

一
校
内
に
い
る
こ
と
に
よ
り
、
学

習
の
つ
ま
ず
き
に
対
し
て
、
前
学

年
ま
で
の
既
習
内
容
に
戻
っ
て
そ

の
確
実
な
定
着
を
図
る
な
ど
の
補

充
的
な
学
習
を
効
果
的
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
発
展
的

な
学
習
を
望
む
児
童
生
徒
に
対
し

て
も
、
適
切
な
指
導
や
支
援
が
可

能
と
な
る
施
設
一
体
型
の
義
務
教

育
学
校
が
大
変
有
効
で
あ
り
、
児

童
生
徒
一
人
一
人
の
学
力
の
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
１
～
９
年
生
が
同
じ

施
設
内
で
生
活
す
る
こ
と
で
、
異

年
齢
集
団
で
の
交
流
が
盛
ん
に
な

り
、
学
年
を
越
え
た
児
童
生
徒
の

様
々
な
関
わ
り
の
中
で
、
自
己
有

用
感
（
※
２
）
や
自
己
肯
定
感
が

増
し
、
何
事
に
も
自
信
を
も
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

○
提
言
３

　

施
設
は
現
南
河
内
中
学
校
の
敷

地
内
に
設
置
す
る

　

現
在
、
３
つ
の
小
学
校
の
卒
業

生
の
ほ
と
ん
ど
が
南
河
内
中
学
校

に
進
学
し
て
お
り
、
南
河
内
中
学

校
の
敷
地
内
に
設
置
す
る
義
務
教

育
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
距
離
の
面
で
も
児
童
生
徒

の
気
持
ち
の
面
で
も
抵
抗
が
少
な

い
と
判
断
し
ま
す
。
ま
た
、
南
河

内
中
学
校
の
校
舎
は
、
平
成
元
～

２
年
に
建
設
さ
れ
た
建
物
で
、
築

26
年
程
度
と
比
較
的
新
し
く
、
且

つ
平
成
29
年
度
か
ら
大
規
模
改
修

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
３
つ
の
小
学
校
は
、
昭
和

41
～
44
年
に
建
設
さ
れ
た
建
物
で

あ
り
、
築
47
～
50
年
が
経
過
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
建
物
は
、
公
共
施
設

の
耐
用
年
数
50
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
新
設
さ
れ
る
義
務
教
育
学

校
は
、
現
南
河
内
中
学
校
の
校

舎
・
敷
地
を
活
用
し
、
不
足
す
る

教
室
等
に
つ
い
て
は
校
舎
を
新
築

し
対
応
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

ま
す
。

南河内第二中学校区における小中一貫教育のイメージ

　

南
河
内
中
学
校
区
小
中
一
貫
教

育
推
進
協
議
会
（
会
長　

石
嶋
和

夫
氏
：
宇
都
宮
大
学
特
任
准
教
授
）

で
は
、
平
成
28
年
７
月
１
日
、
下

野
市
長
か
ら
の
南
河
内
中
学
校
区

に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育
推
進
の

諮
問
を
受
け
、
今
年
度
、
６
回
の

協
議
会
を
開
催
し
本
中
学
校
区
に

お
け
る
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
充

実
に
向
け
た
協
議
が
重
ね
ら
れ
ま

し
た
。

　

２
月
14
日
、
第
６
回
協
議
会
に

お
い
て
、
前
述
し
た
第
一
次
提
言

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
今
後
、
義
務
教
育
学

校
開
校
に
向
け
、
教
育
課
程
や
施

設
整
備
、
学
習
指
導
な
ど
様
々
な

分
野
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
た

め
、
設
立
準
備
委
員
会
や
作
業
部

会
を
発
足
さ
せ
、
決
定
し
た
検
討

内
容
は
、
段
階
的
に
市
長
へ
提
言

す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎(

32)

８
９
１
８

義務教育学校の概要

問
２

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

今
年
の
天
平
の
花
ま
つ
り
は
何
回
目
？　

①
38
回
目　

②
36
回
目　

③
11
回
目

【
用
語
解
説
】

※
1 

中
一
ギ
ャ
ッ
プ

　

中
学
進
学
時
、
新
た
な
環

境
で
の
学
習
や
生
活
へ
移
行

す
る
段
階
に
お
け
る
、
不
登

校
、
い
じ
め
の
増
加
、
学
習

意
欲
の
低
下
な
ど
の
諸
問
題
。

※
2 

自
己
有
用
感

　

自
分
の
属
す
る
集
団
の
中

で
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
大
切

な
存
在
で
あ
り
、
人
の
た
め

に
役
に
立
っ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
を
自
分
自
身
で
認
識

す
る
こ
と
。

南
河
内
中
学
校
区
小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会

今
後
も
段
階
的
に
提
言

項　目 具 体 的 内 容
教育目標  9年間の教育目標を設定
組　織  校長１人　一つの職員組織

修業年間 ９年間(入学式１回、卒業式１回)

学年区分 ９年間を自由に区切ることができる
（例：４−３−２制）

学　習 ９年間のカリキュラムによる授業

授業
スタイル

 担任の授業、教科担任制
（例）１〜４年：担任による授業
　　　５〜６年：一部教科担任制
　　　７〜９年：完全教科担任制

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
四

つ
の
中
学
校
区
毎
に
小
中
学
校
の

継
続
性
・
系
統
性
の
あ
る
教
育
活

動
（
小
中
連
携
教
育
）
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
下
野
市
教
育

大
綱
等
の
計
画
に
基
づ
き
、
小
中

一
貫
教
育
を
展
開
す
る
た
め
、
各

種
事
業
の
実
施
や
研
修
会
等
で
の

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

南
河
内
第
二
中
学
校
区
に
お
い

て
も
、
祇
園
小
学
校
、
緑
小
学
校

と
南
河
内
第
二
中
学
校
と
の
施
設

分
離
型
の
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

る
た
め
、
義
務
教
育
９
年
間
で
子

ど
も
を
育
む
指
導
や
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

南
河
内
第
二
中
学
校
区
の

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
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　甲塚古墳は、下野国分寺跡に隣接する全長約80ｍの帆立貝形前方後円墳です。平成16年度に発掘調査を行い、
形象埴輪（人物や馬の形をした埴輪等）や多くの土器が出土しました。出土した埴輪の中には、機織りをする
女性を表現した全国で類例のない機織形埴輪があります。また、種類の異なる織機を表現した埴輪が２基出土
していることから、古墳時代の織機の多様性を考える上でも非常に注目されています。
　これら機織形埴輪を含め甲塚古墳から出土した97点（うち形象埴輪23点、土器類74点）の遺物は、高い学術
的価値を有しているとされ、３月10日に開催された文化審議会で
国の重要文化財に指定するように文部科学大臣へ答申されました。
今後、平成29年度の官報告示を経て正式に重要文化財として指定
されます。
※今回答申された機織形埴輪等の遺物は、東京国立博物館で４月
18日㈫～５月７日㈰まで開催される「平成29年度　新指定国宝・
重要文化財展」に展示されるため、しもつけ風土記の丘資料館で
の展示は６月以降となります。
　詳しくは、次号でお知らせします。

　３月８日、天平の丘公園の明日香川においてシルバー人
材センターの会員約70名によるボランティア清掃が行わ
れました。
　この取り組みは、平地林保全の啓発活動を行っている平
美林会加盟の下野市シルバー人材センターが毎年行って
おり、花まつりのお客様に気持ち良く来ていただきたいと、
公園内を流れる明日香川の落ち葉や汚泥さらいを行いま
した。

　２月８日、東京都中央卸売市場食肉市場において第
６回小山農業協同組合下野市肉牛枝肉研究会が開催さ
れました。
　肉牛飼育技術の向上及び肉牛経営の発展を目的に、
市内の生産者か
ら和牛24頭が出
品されました。
　和牛の部の最
優秀賞に前原俊
明氏、優秀賞に近
藤美好氏、横井義
市氏が受賞され
ました。

　地方自治の発展
に尽くされました
石崎久夫氏が「旭
日単光章」を受章
されました。
　誠におめでとう
ございました。

旧石橋町議会議員（５期）
　昭和 54 年４月～平成 11 年４月
旧石橋町議会議長
　平成７年５月～９年６月

重要文化財に指定
甲塚古墳から出土した遺物が重要文化財に指定されます

肉牛枝肉研究会「最優秀賞」受賞
丹精こめたおいしい肉牛を！

高齢者叙勲を受賞
おめでとうございます

明日香川の清掃を行いました
平美林会「シルバー人材センター」

【略歴】

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】　

①　

詳
し
く
は
、
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題
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倉井重雄様(大正６年２月生)が百歳を迎えら
れ、市長より祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
いつまでもお元気でお過ごしください。

　２月18日に開催された「第１回しもつけ福祉大会」の
式典時に国分寺公民館大ホールで、第12回栃木県障害者
スポーツ大会の各競技において優勝され、他の模範とな
る功績のあった方として表彰があり、１名の方が「下野
市福祉事務所長表彰」を受賞されました。
　今後も益々のご活躍を期待しております。おめでとう
ございました。

受彰者（敬称略）
50ｍ走
鈴木　俊行

大松山運動公園の拡張整備事業に伴い発掘調査を実
施しました。調査前は畑として使われていた場所です
が、今から約1450年前頃の古墳時代後期から飛鳥時代
にかけての竪穴建物跡が14軒、井戸跡が１基発見され
ました。これらの建物群は、石橋地区にある古墳時代
後期頃築造された横塚古墳や下石橋愛宕塚古墳の造営
に携わった人達が住んでいた集落跡と推測できます。
2月18日に開催した現地説明会には、100名を超える多
くの人に参加頂き、古墳時代に思いを馳せました。

２月17日に栃木県公館で行われた、栃木県体育協会
スポーツ顕彰授与式において、下野市テニス協会がス
ポーツ優良団体賞を受賞されました。
市テニス協会は、下野市の誕生を機に、各地区で活
動していたテニス団体を統轄し発足しました。市内で
の活動はもちろんのこと、県の大会にも積極的に出場
し好成績を収めていることや、地元のイベントへの協
力などの地域貢献が評価されました。
おめでとうございます。

百歳おめでとうございます
2月で百歳を迎えました

下野市福祉事務所長表彰
おめでとうございます

スポーツ優良団体賞受賞
下野市テニス協会

下谷田遺跡の発掘調査現地説明会を開催
古墳時代～飛鳥時代の遺跡

問
３

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

お
酒
は
健
康
に
良
い
？　

○
か
×
か

下野市テニス協会会長　村尾捷利

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題
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高齢者の介護予防サロン「通いの場」
～4月からサロンが増設されます～

　これまで、住民主体のサロンとしてふれあいサロン「陽だまり」が活動してきましたが、介護保険
制度の改正に伴い、一般介護予防事業の一環として、介護予防の目的で国分寺地区、石橋地区にもふ
れあいサロンが増設されます。高齢者の通いの場が充実することで、人々のつながりから継続的にそ
の取り組みが拡大していくような地域づくりを推進していくことを目指しています。
　対象者は、市内居住の65歳以上の高齢者で、身辺の介助を要しない方です。（介護保険等で通所系
サービスをご利用の方は利用不可）参加ご希望の方は、下記の地域包括支援センターにご相談ください。

サロン名 ふれあいサロン
「陽だまり」

ふれあいサロン
「ゆうゆう」

ふれあいサロン
「サンクス」

場　所 仁良川コミュニティ
センター ゆうゆう館　会議室等 リビングサンクス石橋

日　時 毎週火曜日・金曜日
10：00～15：00

毎週火曜日・金曜日
10:00～15：00

毎週日曜日
9：00～11：00
14：00～16：00

内　容

【定員】
30名程度
【参加費】
１回につき400円
（送迎なしは200円）
※別途昼食代がかかります。

健康体操、
レクリエーション、
音楽療法、趣味活動など

【定員】
各曜日20名ずつ
【参加費】
１回につき400円
（送迎なしは200円）
※別途昼食代がかかります。

健康体操、
レクリエーション、
音楽療法、趣味活動など

【定員】
各時間10名ずつ
【参加費】
1回につき400円
（送迎なしは200円）

理学療法士等が
機能訓練を中心に
健康指導教室を実施。

実施機関 NPO法人しもつけ陽だまり 下野市社会福祉協議会 リビングサンクス石橋

申込先

お住いの管轄の地域包括支援センターにご相談ください。簡単な聞き取りのうえ、ご
自身の状態にあったサロンをご紹介します。なお、送迎が必要な方はお申し込み時に
お伝えください。

○地域包括支援センターいしばし
（特別養護老人ホームいしばし内）　　　　　☎(51)0633
○地域包括支援センターこくぶんじ
（ゆうゆう館内）　　　　　　　　　　　　　☎(43)1229
○地域包括支援センターみなみかわち
（特別養護老人ホームにらがわの郷内）　　　☎(48)1177
■ 各サロンの内容等に関するお問い合わせは、高齢福祉課 ☎(32)8904まで

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】　

○　

適
量
の
お
酒
は
健
康
に
良
い
そ
う
で
す
。
18
ペ
ー
ジ
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ご
覧
く
だ
さ
い
。
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高齢者のなかまづくりサロン
～身近な「地域ふれあいサロン」も開設しています～

　高齢者と地域住民（ボランティア等）が気軽に集まり、ふれあいを通じて、仲間づくり、生きがい
づくりを目指す身近な場所での高齢者サロンを開催しています。

【対象者】概ね65歳以上の高齢者で、食事、着替え、排せつ等に介助を要しない方
【参加費】お茶菓子代として１回につき100円程度の参加費が必要です。
※参加ご希望の方は、 下記までお問い合わせください。また、サロンの新規開設も随時募集していま
すのでご相談ください。

■ 問い合わせ先　高齢福祉課 ☎(32)8904

地区 サロン名 開催場所 開催日 開催時間

石橋

ふれあいサロン
いしばし

石橋駅前
コミュニティセンター 第2・第4月曜日 9:00～11:30

通古山元気かーい
サロン 通古山自治会公民館 第2水曜日（祝日含） 10:00～12:00

ふれあいサロン児山 ふれあいの郷　児山館 第2・第4月曜日
（祝日含） 10:00～12:00

ふれあいサロン
ひまわり

上町コミュニティ
センター 第1火曜日 9:30～11:30

ふれあいサロン栄町 栄町コミュニティセンター 第3水曜日 9:00～13:30

国分寺

ふれあいサロン
ぽっぽ オアシスポッポ館 第2・第4木曜日 9:00～11:30

ふれあいサロン友愛 コミュニティセンター
友愛館 第1・第3木曜日 9:30～11:30

ふれあいサロン
あゆみ

姿西部考古台地
コミュニティセンター 第2・第4月曜日 9:30～12:00

南河内

お茶の間健康クラブ 南河内第二中学校
ミーティングルーム

毎週月曜日
（５週目は除く） 13:00～16:00

あつまり処駄菓子屋 あつまり処駄菓子屋 第2月曜日 10:00～14:30

塚越ふれあいサロン 塚越自治会公民館 第3木曜日 10:00～11:30

いどばたカフェ・好緑 グリーンタウン
コミュニティセンター 毎週月曜日 10:30～12:30

サロンはなだむら 早川進氏宅
（旧はなだむら店舗） 毎週火曜日 13:00～16:00

サロン楽笑会 西区公民館 毎週月曜日 9:30～

サロンしもはら
元気会 下原公民館 毎週火曜日 16:00～17:00 

はつらつ体操Y 薬師寺
コミュニティセンター 毎週月曜日 13:30～15:30

問
４

し
も
つ
け
ク
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下
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金
が
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第 38 回　天平の花まつり

し
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。
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下
野
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
文
化
課

新・下野市風土記

新
・

下
野
市
風
土
記

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
で
目
に
し
た
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
小
中
学
校
の
次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
江

戸
時
代
の
「
鎖
国
」
の
表
記
が
消
え
、「
聖
徳
太
子
」
も
小

学
校
で
は
「
聖
徳
太
子
（
厩う

ま
や
ど戸
王
）」、
中
学
校
で
は
「
厩
戸

王
（
聖
徳
太
子
）」
と
教
科
書
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
江
戸
幕
府
の
対
外
政
策
を
示
す
用
語
と
し
て
使

わ
れ
て
き
た
「
鎖
国
」
は
、「
江
戸
後
期
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を

訳
し
た
言
葉
で
あ
り
、
実
際
は
長
崎
（
出
島
）
や
対
馬
を
窓

口
と
し
て
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
の
政
策

で
は
な
か
っ
た
と
す
る
研
究
成
果
が
反
映
さ
れ
た
も
の
」
と

解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
聖
徳
太
子
は
厩
戸
王
の
没
後
の
呼
び
名
で
あ
り
、

人
物
に
親
し
む
小
学
校
の
歴
史
学
習
で
は
、「
聖
徳
太
子
（
厩

戸
王
）」、史
実
を
学
ぶ
中
学
校
で
は
「
厩
戸
王
（
聖
徳
太
子
）」

の
表
記
と
な
り
ま
す
。

　

三
〇
年
も
前
の
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
筆
者
が
高
校
の
日

本
史
で
教
わ
っ
た
、
髪
は
ザ
ン
バ
ラ
髪
で
口
と
顎
に
髭
が
あ

り
、右
肩
側
に
刀
を
負
い
、鎧よ

ろ
いを
身
に
着
け
馬
に
跨
ま
た
が

っ
た
「
足

利
尊
氏
」
像
は
、
大
学
の
講
義
で
「
あ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
」

と
教
わ
り
、
そ
の
研
究
成
果
と
し
て
現
在
は
足
利
尊
氏
で
は

な
く
「
騎
馬
武
者
像
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少

し
前
の
話
と
な
り
ま
す
が
、
日
本
考
古
学
界
最
大
の
問
題
と

な
っ
た
「
旧
石
器
捏ね

つ
ぞ
う造
事
件
」
に
関
連
し
て
、
小
学
校
の
教

科
書
か
ら
旧
石
器
時
代
の
表
記
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
奈
良

県
飛
鳥
池
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
「
富ふ

ほ
ん
せ
ん

本
銭
」
の
製
作
跡
な
ど

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
「
和

わ
ど
う
か
い
ほ
う（
ち
ん
）

同
開
珎
」
が
日
本
初
の
流
通
貨

幣
で
無
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
こ
れ
も
姿
を
消
し
ま
し
た
。
日

本
最
大
規
模
の
前
方
後
円
墳
と
し
て
大
阪
府
堺
市
に
あ
る

「
仁
徳
天
皇
陵
」
と
し
て
教
わ
っ
た
古
墳
も
現
在
は
、
歴
史
・

考
古
学
の
研
究
の
進
展
に
よ
り
仁
徳
天
皇
の
墓
と
の
確
証
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
「
大

だ
い
せ
ん
り
ょ
う

仙
陵
古
墳
（
伝・仁
徳
天
皇
陵
）」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
山
市
・
下
野
市
・
壬
生
町
周
辺
に
も
多
く
の
古
墳
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
下
毛
野
地
域
の
首
長
墓
で
あ
る
一
二
〇
㍍

を
超
す
よ
う
な
巨
大
な
前
方
後
円
墳
で
あ
っ
て
も
個
人
を
特

定
す
る
、
あ
る
い
は
特
定
の
一
族
の
墓
で
あ
っ
た
と
言
う
こ

と
は
、
現
段
階
で
は
学
術
的
に
不
可
能
で
す
。
九
州
地
方
か

ら
岩
手
県
付
近
ま
で
七
万
基
以
上
の
前
方
後
円
墳
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
誰
の
墓
と
推
定
で
き
る
古

墳
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
推
定
す
る
方
法
と

し
て
学
術
的
な
発
掘
調
査
に
よ
る
研
究
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

古
墳
か
ら
特
定
の
人
物
を
推
定
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す
が
、

平
成
二
七
年
度
に
調
査
し
た
下
野
薬
師
寺
跡
に
隣
接
す
る

落お
ち
う
ち内
遺
跡
で
は
、
下
野
薬
師
寺
が
創
建
さ
れ
る
前
段
階
の
立

派
な
塀
に
囲
ま
れ
た
巨
大
な
掘
立
柱
建
物
群
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
、
奈
良
県
山
田
寺
跡

整
地
層
出
土
土
器
や
大
阪
府
難な

に
わ
み
や

波
宮
跡
出
土
の
土
器
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
大
き
さ
や
形
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
四
〇

～
五
〇
年
頃
の
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
実
年
代
は
、

残
さ
れ
た
文
献
史
料
や
出
土
し
た
木
簡
の
記
載
か
ら
特
定
の

年
代
が
割
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
野
薬
師
寺
を
建
立
す
る

直
前
、
こ
の
広
大
な
土
地
に
竪
穴
建
物
跡
と
は
別
格
の
建
物

群
を
建
て
、
そ
の
二
～
三
〇
年
後
に
壮
麗
な
下
野
薬
師
寺
を

建
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
古
麻
呂
を
輩
出
し
た
下
毛

野
一
族
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
出
土
し
た
遺
物
の
年
代
や
各
遺

構
の
様
相
、
歴
史
的
背
景
と
な
る
土
地
利
用
の
在
り
方
、
わ

ず
か
に
残
さ
れ
た
文
献
史
料
な
ど
を
複
雑
に
積
み
上
げ
る
こ

と
で
初
め
て
、
そ
の
遺
跡
の
評
価
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
一

朝
一
夕
に
歴
史
が
変
わ
り
、
簡
単
に
歴
史
が
判
明
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
に
根
差
し
た
歴
史
は
、
長
い

間
そ
の
地
域
で
守
り
継
が
れ
て
保
護
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

史
跡
や
遺
跡
は
不
動
産
的
歴
史
資
産
で
す
。
小
さ
な
地
域
の

皆
さ
ん
の
文
化
財
の
保
護
意
識
が
、
や
が
て
日
本
の
歴
史
を

変
え
る
よ
う
な
大
き
な
発
見
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
地
道
な
保
護
と
研
究
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

歴
史
は
変
わ
る
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検討委員会の様子

計画の体系

計画策定の目的
　日本の人口は、今後減少するとともに高齢化が進むことが予想され、同時に公共施設の老朽化の進行が全
国的な問題となっています。本市においても、将来、人口や税収が減っていく一方、公共施設の改修・更新
にかかる費用は増加していくことが見込まれ、今ある施設をそのまま維持し続けることは困難な状況が予想
されます。
　このことから、保有する公共施設等（インフラを含む）を対象に、統廃合や長寿命化などを計画的に行う
ことにより、安全・安心で持続可能な公共施設等のサービスの維持を実現できるよう、今後の公共施設等の
あり方について基本的な考え方を示した「下野市公共施
設等総合管理計画」を策定しました。
　計画策定にあたっては、有識者や各種団体の代表者、
公募の市民から構成される「下野市公共施設マネジメン
ト検討委員会」を設置し、検討を行うとともに、市民ア
ンケートやパブリックコメントなどを経て平成29年3月に
公表しました。

計画期間
　平成29年度～平成58年度までの30年間
　（概ね5年ごとに見直します）

対象となる施設
　原則として市が保有する全ての公共施設等とします。分類は次のとおりです。

 ハコモノ（石橋体育センター） インフラ （1級市道）

分野（大区分） 施設類型

公共施設
（ハコモノ）

コミュニティ関連施設、保健・福祉施設、子育て支援施設、農業振興施設、市営
住宅、公園施設、消防・防災施設、学校教育施設、社会教育施設、文化施設、体
育施設、庁舎等、その他

13類型

都市基盤施設
（インフラ） 道路、下水道、上水道 3類型

インフラハコモノ

下野市公共施設等総合管理計画
○第１章  計画の目的・位置付け等
○第２章  公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する
　　　　  基本的な方針（全体基本方針）
○第３章  施設類型ごとの管理に関する基本的な方針
　　　　  （用途別基本方針）
○参考資料

（個別施設計画）

学校教育 子育て 道路

下水道

上水道
保健・福祉 体育施設

インフラ長寿命化基本計画
（基本計画）【国】 下野市総合計画

【公共施設マネジメントにおいて市が策定する範囲】

下野市公共施設等総合管理計画を策定しました
安全・安心で持続可能な公共施設等のサービスの維持を実現するために
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H25国勢調査推計値を基準人口とした年齢別将来人口推計（人）

問
５

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
甲
塚
古
墳
出
動
品
の
数
は
？　

①
１
点　

②
52
点　

③
97
点

② 公共施設等の課題
　ハコモノについては、比較的大型の施設で老朽化が進んでいます。インフラについては、類型ごとに整備
時期が集中していることから、将来の修繕・更新時期も集中してくることが予想されます。

③ 施設の更新等に要する経費
　一定の基準に基づき、現在の公共施設等を大規模改修・更新した場合、平成29年度～平成58年度の公共施
設等全体に要する更新費用として、総額約1,290.3億円、年平均で約43億円が必要と試算されました。これは、
過去5年間（平成21 ～ 25年度）の平均投資的経費約40.5億円を上回り、大きな財政負担となります。

　本計画では、基本方針に基づく「公共施設等の管理における原則」のほか、点検・診断、更新、長寿命化
等に関する実施方針を定めています。また、「施設類型ごとの管理に関する基本的な方針」を定めており、平
成29年度以降、本計画に基づく個別施設計画を策定していきます。
　詳細につきましては、市のホームページをご覧ください。

   ■問い合わせ先　総合政策課　☎(32)8886

公共施設等を取り巻く課題
① 人口と税収の減少
　推計によると、本市の平成50年の人口は
53,054人であり、老年人口が増えていく中、年
少人口と生産年齢人口が減少することが予想さ
れます。生産年齢人口の減少に合わせて市税収
入も減少していくと考えられます。

基本方針
　上記の課題等を踏まえて、公共施設等に関する方針を次のとおり定めます。

人　口

財　政 公共施設等

+多額の更新費用

課題 課題

社会保障費用の増加

費用抑制・
財政負担の平準化

利用率の変化 施設利用の負担増税収の減少

建替え・修繕費の増加

・老朽化対策（安全性確保）
・市民ニーズへの対応
・稼働率向上

・財源確保
・持続可能な財政運営

課題
・人口減少
・少子高齢化

年　齢 平成25年 平成50年 人口増減率
年少人口
(0～14歳) 8,579 6,149 －28.3%

生産年齢人口
(15～64歳) 38,615 30,335 －21.4%

老年人口
(65歳以上) 12,467 16,570 32.9%

合　計 59,661 53,054 －11.1%

公共施設等のあり方の基本方針

1 提供サービスの効率化と質の向上
市民ニーズや社会情勢の変化、今後の高齢化や人口減少に応じ、
提供サービスの集約化・重点化、内容の見直しや効率化に取り組むとともに、
施設の利用改善及び提供サービスの質の向上を図ります。

2 施設の安全性確保
耐震改修や老朽化対策等による施設の
安全性の確保に取り組みます。

基本方針の実施にあたっての財政負担の縮減目標

今後30年間で、公共施設等の更新及び大規模改修に係る経費の20％を削減

コンパクトな市域
（市の特性の活用）

統廃合や長寿命化

ＰＰＰ・ＰＦＩの検討

魅力的で、誰もが利用しやすい
公共施設や提供サービスの再編

効率的な維持管理・運営

様々なアイデア



Shimotsuke

広報しもつけ　2017.4
14

木
造
住
宅
耐
震
補
助
制
度
の
ご
案
内

　

震
災
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
住
宅（
旧
耐
震
基
準
の
建
築
物
）

に
対
し
、
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
や
木
造
住
宅
耐
震
診
断
、
木

造
住
宅
耐
震
改
修
、
建
替
え
を
行

う
方
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

　
「
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は
、

栃
木
県
の
認
定
を
受
け
た
建
築
の

専
門
家
で
、
実
際
に
建
物
を
見
た

う
え
で
建
築
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
関
す
る
技
術
的
助
言
を

行
い
ま
す
。
市
が
派
遣
費
用
を
す

べ
て
負
担
す
る
た
め
、
個
人
の
費

用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

店
舗
併
用
住
宅
を
含
み
ま
す
が
、

そ
の
場
合
は
、
店
舗
等
の
床
面
積

の
１
╱
２
未
満
と
し
ま
す
。

■
費
用

　

無
料

(   )

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】　

③　

詳
し
く
は
、
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
来
月
号
で
特
集
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！
。

対
象
と
す
る
）

③
市
税
等
の
滞
納
の
な
い
方

■
補
助
額

①
耐
震
診
断
の
み
を
行
う
場

合
・
・
・
２
万
円
（
上
限
）

（
診
断
費
用
は
住
宅
の
構
造
図
が

な
い
場
合
は
費
用
が
多
く
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

②
補
強
計
画
策
定
の
み
を
行
う
場

合
・
・
・
８
万
円
（
上
限
）

③
耐
震
診
断
と
補
強
計
画
策
定
を

同
時
に
行
う
場
合
・
・
・
10
万
円

（
上
限
）

※
耐
震
診
断
等
に
要
し
た
経
費
の

２
╱
３
以
内
を
市
が
補
助
し
ま
す

が
、
診
断
等
の
料
金
は
住
宅
の
面

積
、
図
面
の
有
無
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

※
参
考

　

耐
震
診
断
と
補
強
計
画
策
定
を

同
時
に
行
う
場
合
の
費
用
の
目
安

・
延
床
面
積
１
０
０
㎡
以
内
・
・
・

12
万
円

・
延
床
面
積
１
０
０
～
１
５
０
㎡

以
内
・
・
・
13
万
５
千
円

・
延
床
面
積
１
５
０
～
２
０
０
㎡

以
内
・
・
・
15
万
円

・
延
床
面
積
２
０
０
㎡
以
上
・
・
・

17
万
円

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
補
助

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
は
、
建
物

の
構
造
を
確
認
し
た
う
え
で
、
ど

れ
だ
け
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
か
詳

し
く
調
査
し
、
耐
震
性
の
有
無
を

診
断
す
る
ほ
か
、
耐
震
診
断
結
果

を
も
と
に
補
強
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
条
件
を
満
た
す
市
内
の
住

宅
が
対
象
で
す
。

①
木
造
２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建

て
住
宅
（
併
用
住
宅
を
含
む
）

②
在
来
軸
組
工
法
※
に
よ
り
建
築

さ
れ
た
住
宅

③
賃
貸
を
目
的
と
し
な
い
住
宅

※
在
来
軸
組
工
法
と
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
基
礎
の
上
に
木
材
で
骨

組
み
を
組
み
、
外
壁
材
・
内
壁
材

を
組
み
込
ん
で
い
く
工
法
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　

次
の
条
件
を
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

①
補
助
対
象
住
宅
を
所
有
す
る
方

で
、
そ
の
住
宅
に
居
住
す
る
方

②
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
補
助

金
を
初
め
て
受
け
る
方
（
補
助
を

受
け
て
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
後

に
補
強
計
画
を
策
定
す
る
場
合
も

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
用
を
補
助

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

補
強
計
画
に
基
づ
い
て
実
際
に
耐

震
補
強
工
事
を
行
う
場
合
に
補
助

し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
条
件
を
満
た
す
市
内
の
住

宅
が
対
象
で
す
。

①
下
野
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事

業
を
実
施
し
た
住
宅
、
も
し
く
は

そ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
耐
震

診
断
及
び
補
強
計
画
策
定
（
以
下
、

「
耐
震
診
断
等
」）
を
実
施
し
た
住

宅②
「
耐
震
診
断
等
」
の
結
果
、
耐

震
改
修
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
木

造
住
宅

■
補
助
対
象
者

　

次
の
条
件
を
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

①
「
耐
震
診
断
等
」
を
実
施
し
、

そ
の
補
強
計
画
に
基
づ
い
て
耐
震

改
修
を
行
う
方

②
対
象
住
宅
を
所
有
及
び
居
住
し
、

市
税
等
の
滞
納
の
な
い
方

■
補
助
額

　

耐
震
改
修
に
要
し
た
経
費
の
１

╱
２
以
内
を
市
が
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、
上
限
は
80
万
円
で
す
。

木
造
住
宅
の
建
替
え
費
用
を
補
助

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

耐
震
性
を
満
た
さ
な
い
住
宅
の
建

替
え
を
行
う
場
合
に
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
条
件
を
満
た
す
市
内
の
住

宅
が
対
象
で
す
。

①
下
野
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事

業
を
実
施
し
た
住
宅
、
も
し
く
は

そ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
耐
震

診
断
を
実
施
し
た
住
宅

②
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
改
修

が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅

■
補
助
対
象
者

　

次
の
条
件
を
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

①
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
建
替
え

を
行
う
方

②
対
象
住
宅
を
所
有
及
び
居
住
し
、

市
税
等
の
滞
納
の
な
い
方

■
補
助
額

　

建
替
え
に
要
し
た
経
費
の
１
╱

２
以
内
を
市
が
補
助
し
ま
す
。
た

だ
し
、
上
限
は
80
万
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課

　

☎(

32)

８
９
０
９
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春
で
す
。
ま
す
ま
す
健
康
に
！

脂
質
異
常
症
の
人
が
増
え
た
？

脂
質
異
常
症
（
以
前
は
高
脂
血

症
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
）
が
気

に
な
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
３

年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
「
患
者

調
査
」
で
も
、
継
続
的
に
脂
質
異

常
症
の
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者

数
が
増
え
て
い
ま
す
。
全
国
的
な

傾
向
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

市
の
脂
質
異
常
症
で
受
診
さ
れ
る

方
は
、
他
の
市
町
と
比
較
し
て
、

よ
り
高
い
割
合
で
増
え
て
い
ま
す
。

全
体
の
受
診
件
数
も
伸
び
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
の
伸
び
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

病
院
受
診
の
理
由
は

病
院
を
受
診
さ
れ
る
理
由
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
風
邪
を
ひ
い
た

り
、
け
が
を
し
た
り
、
体
が
辛
い
、

痛
い
の
で
あ
れ
ば
、
病
院
に
頑
張

っ
て
行
き
ま
す
。
し
か
し
、
痛
く

も
痒
く
も
な
い
の
に
病
院
を
受
診

す
る
、
ま
し
て
継
続
し
て
受
診
す

る
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と

で
す
。
そ
れ
で
も
、
痛
く
も
痒
く

も
な
い
代
表
格
で
あ
る
脂
質
異
常

筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
が
待
っ
て
い
ま

す
。
健
診
や
受
診
等
を
と
お
し
て
、

自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
の
で
あ
れ
ば
、
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。

下
野
市
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す

市
内
に
医
療
機
関
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
自
治
医
科
大
学
附
属

病
院
、
隣
町
に
は
獨
協
医
科
大
学

病
院
と
い
っ
た
大
き
な
病
院
が
あ

り
、
診
療
所
（
入
院
病
床
が
な
い
、

あ
る
い
は
19
床
以
下
の
病
院
）
の

数
は
、
人
口
当
た
り
で
計
算
す
る

と
東
京
並
み
で
す
。
継
続
的
に
自

分
の
体
の
状
態
を
知
り
、
必
要
な

治
療
を
受
け
る
た
め
に
も
、
定
期

的
な
病
院
受
診
は
大
切
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
健
診
受
診
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
敵
？

３
年
前
、
ア
メ
リ
カ
の
心
臓
病

関
係
の
学
会
か
ら
「
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
摂
取
量
を
減
ら
し
て
血
中

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
低
下
す
る

か
ど
う
か
判
定
す
る
証
拠
が
数
字

と
し
て
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
摂
取
制
限
は
設

け
な
い
」
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
甘
い
も
の
が

大
好
き
な
私
は
「
え
っ
、
い
く
ら

食
べ
て
も
い
い
の
、
お
菓
子
も
ケ

ー
キ
も
」
と
、
嬉
し
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
く
読

症
で
病
院
を
受
診
す
る
人
が
増
え

ま
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、

健
康
意
識
の
高
ま
り
が
あ
る
と
想

像
し
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
想
像

で
す
が
。
脂
質
異
常
症
は
放
置
す

る
と
高
血
圧
、
糖
尿
病
を
も
た
ら

し
、
そ
れ
ら
の
相
乗
効
果
で
、
動

脈
硬
化
へ
の
道
の
り
を
あ
っ
と
い

う
間
に
縮
め
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
先
に
は
、
狭
心
症
や
心

ん
で
み
る
と
、
ち
ょ
っ
と
違
い
ま

し
た
。「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

正
常
な
人
の
場
合
は
」
と
い
う
条

件
付
き
で
す
。
実
は
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
体
内
で
も
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
体
の
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
う
ち
、
食
物
か
ら
吸
収
さ
れ

る
量
は
、
体
内
で
作
ら
れ
る
量
の

１
／
３
く
ら
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
脳
や
体
、

そ
し
て
ホ
ル
モ
ン
を
つ
く
る
と
き

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、

私
た
ち
の
敵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
多
く
含
む
食
事
を
と

っ
て
も
、
体
内
で
作
ら
れ
る
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
量
が
減
る
た
め
、
体

内
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
量
は
一

定
に
保
た
れ
ま
す
。

脂
質
と
ど
う
付
き
合
う
？

　

脂
質
異
常
症
に
は
、Ｌ
Ｄ
Ｌ（
悪

玉
）、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉
）、
中
性
脂

肪
（
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
）
が
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
食
事
中
の
脂
質

制
限
を
行
っ
た
場
合
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
、

中
性
脂
肪
が
低
下
す
る
人
と
、
低

下
し
な
い
人
が
い
て
、
個
人
差
が

大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
際
「
と
て
も
食
べ
物
に
気
を
付

け
て
い
る
の
に
、
全
然
よ
く
な
ら

な
い
」
と
嘆
く
声
を
聴
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
食
事
に
気
を
付
け
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
ん

な
と
き
は
、
有
酸
素
運
動
が
効
果

的
で
す
。
短
距
離
走
や
重
量
挙
げ

な
ど
、
息
を
止
め
て
一
気
に
力
を

出
す
よ
う
な
運
動
で
は
な
く
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
の
よ
う
な
運

動
で
す
。
運
動
の
強
度
と
し
て
は
、

「
や
や
き
つ
い
」
と
感
じ
る
少
し

手
前
く
ら
い
。
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
で
き
る
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
が

も
っ
と
も
効
果
的
で
す
。
時
間
は

30
～
60
分
く
ら
い
を
目
安
に
す
る

と
い
い
で
し
ょ
う
。
息
が
あ
が
る

ほ
ど
に
な
る
と
、
無
酸
素
運
動
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
膝
が
痛
い
方
や
高

血
圧
の
方
な
ど
は
無
理
を
せ
ず
に
。

　

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
り
ま
す
。

か
ら
だ
を
動
か
す
に
は
最
適
で
す

ね
。

参
考
文
献

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
：
目
で
見
る
栃
木
県
の
医
療
費

状
況
（
平
成
27
年
度
）

日
本
動
脈
硬
化
学
会
：
動
脈
硬
化

性
疾
患
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

2
0
1
2
年
版

医
療
コ
ラ
ム

獨
協
医
科
大
学
　
准
教
授
　
種
市
　
ひ
ろ
み

国
保
で
わ
か
る
！
健
康
安
心
！ 

栃木県：受診件数

宇都宮市：受診件数

下野市：受診件数

栃木県：脂質異常症受診件数

宇都宮市：脂質異常症受診件数

下野市：脂質異常症受診件数

平成23年を100として算出

受診件数と脂質異常症受診件数の比較

23年 24年 25年 26年 27年
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110

105

100

95
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不
育
症
治
療
費
助
成
事

業
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
不
育
症
治
療
費
の
助

成
を
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
上
限
額

　

１
年
度
に
つ
き
30
万
円

■
対
象
者

　

市
に
１
年
以
上
住
民
票
が
あ
る

法
律
上
の
婚
姻
を
し
た
夫
婦
で
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

・
他
の
自
治
体
か
ら
不
育
症
の
治

療
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

■
対
象
治
療

　

医
師
に
よ
り
行
わ
れ
る
、
医
療

保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
不
育
症
に

か
か
る
検
査
及
び
治
療
費

不
育
症
に
関
す
る
悩
み
事
相
談

■
内
容

　

助
産
師
に
よ
る
相
談

■
日
時

　

火
曜
～
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
こ
の
他
、
産
婦
人
科
医
師
に
よ

る
面
接
相
談
（
要
予
約
）
、
グ

ル
ー
プ
相
談
会
が
あ
り
ま
す
。

■
相
談
窓
口

　

☎
０
２
８(

６
６
５)

８
０
９
９

お
知
ら
せ

「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
参
加
者
募
集

　

県
で
は
、
む
し
歯
予
防
や
歯
と

口
の
健
康
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
普
及
啓
発
す
る
た
め
、
歯
の

健
康
が
優
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
や

親
子
を
表
彰
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
健
康
増
進

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

５
月
９
日
㈫

　

受
付
：
午
後
２
時
45
分
～
３
時

　

実
施
：
午
後
３
時
～

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
内
容

　

歯
科
診
察
・ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

※
当
日
は
、
３
歳
児
健
診
対
象
の

お
子
さ
ん
の
歯
科
診
察
終
了
後
に

審
査
を
開
始
し
ま
す
。
多
少
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
応
募
条
件

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
28
年
４
月
１
日
～
29
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳
児
健
康

診
査
を
受
け
、
虫
歯
が
な
く
健
康

な
幼
児
と
そ
の
親
（
父
母
ど
ち
ら

で
も
参
加
可
。
）

３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
28
年
４
月
１
日
～
29
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳
児
健
康

診
査
を
受
け
、
虫
歯
が
な
く
健
康

な
幼
児

■
表
彰

　

審
査
の
う
え
、
優
秀
な
方
に
対

し
て
県
が
表
彰
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
し
、
４

月
21
日
㈮
ま
で
に
健
康
増
進
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
郵
送

可
）

　

申
込
書
の
配
付
は
健
康
増
進
課

窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
月
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）

■
主
催

　

栃
木
県
・
下
野
市
・
栃
木
県
歯

科
医
師
会

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
薬
物
依
存
症

家
族
の
集
い

　

薬
物
乱
用
・
依
存
症
の
方
を
抱

え
る
ご
家
族
の
集
ま
り
を
は
じ
め

ま
し
た
。
ご
家
族
の
薬
物
問
題
を

家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
同
じ

よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
他
の

ご
家
族
と
一
緒
に
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

事
前
に
職
員
に
よ
る
面
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ま
ず
お
電
話
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

原
則
と
し
て
奇
数
月
の
第
１
木

曜
日
（
祝
休
日
に
あ
た
る
場
合
及

び
１
月
は
第
２
木
曜
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
内
容

　

薬
物
問
題
を
家
族
で
乗
り
越
え

る
た
め
の
学
習
と
家
族
の
情
報
交

換■
会
場

　

県
庁
小
山
庁
舎
本
館
１
０
１
会

議
室　

小
山
市
犬
塚
３
‒
１
‒
１

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
生
活

衛
生
課　

生
活
薬
事

　

☎(

22)

６
１
１
９

　
（
祝
休
日
を
除
く
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
ま
で
）
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■
接
種
対
象
期
間

　

４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31

日
の
間
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
定
期
接
種
の
機
会
は
一
生
涯
で

１
回
の
み
で
す
。
５
年
後
ご
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
費
用

　

接
種
費
用
の
う
ち
３
，５
０
０

円
を
助
成
。

※
医
療
機
関
で
は
、
接
種
料
金
と

助
成
額
の
差
額
を
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

①
接
種
券
（
対
象
者
の
方
へ
通
知

し
ま
す
。
必
ず
、
医
療
機
関
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。）

②
健
康
保
険
証
等
の
年
齢
・
住
所

を
確
認
で
き
る
も
の

■
そ
の
他

　

接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
医
療

機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
手
続
き
方
法

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
必
ず
、
健
康
増
進
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
中
に
接
種
が
必
要

と
な
る
予
防
接
種
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
Ｍ
Ｒ
２
期　

１
回
接
種

平
成
23
年
４
月
２
日
～

平
成
24
年
４
月
１
日
生
（
年
長
児
）

　

接
種
料
金
は
市
が
負
担
し
て
い

る
の
で
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

翌
年
度
以
降
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

■
二
種
混
合　

１
回

　

平
成
17
年
４
月
２
日

　
　

～
平
成
18
年
４
月
１
日
生

（
小
学
校
６
年
生
）

　

小
学
校
卒
業
後
も
13
歳
未
満

（
13
歳
の
誕
生
日
の
前
日
）
ま
で

は
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
が
、
可

能
な
限
り
小
学
校
６
年
生
で
の
接

種
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
定
期
予
防
接
種
も
接

種
対
象
期
間
が
あ
り
ま
す
。
不
足

分
が
あ
る
方
は
、
対
象
期
間
内
の

接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
者
（
23
価
）
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

予
防
接
種
に
つ
い
て

■
対
象
者

①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
生
年
月
日
が
左
記
の
範
囲
に
該

当
す
る
方
で
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
受
け
た
事
が
な
い
方

　

昭
和
27
年
４
月
２
日

～
28
年
４
月
１
日
生

　

昭
和
22
年
４
月
２
日

～
23 

年
４
月
１
日
生

　

昭
和
17
年
４
月
２
日

～
18
年
４
月
１
日
生

　

昭
和
12
年
４
月
２
日

～
13
年
４
月
１
日
生

　

昭
和
７
年
４
月
２
日

～
８
年
４
月
１
日
生

　

昭
和
２
年
４
月
２
日

～
３
年
４
月
１
日
生

　

大
正
11
年
４
月
２
日

～
12
年
４
月
１
日
生

　

大
正
６
年
４
月
２
日

～
７
年
４
月
１
日
生

②
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
し
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
た
事
が
な
い
方

高
齢
者
（
23
価
）
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
任
意
予
防
接
種

の
助
成
を
継
続
し
ま
す

　

市
で
は
、
従
来
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
任
意
接
種
に
つ
い
て

の
助
成
を
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、
定
期
対
象

期
間
前
後
で
も
助
成
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
対
象
者

　

市
に
住
民
登
録
、
ま
た
は
外
国

人
登
録
が
あ
り
、
定
期
接
種
の
対

象
外
の
方
で
、
次
の
①
～
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
接
種
日
に
お
い
て
、
満
70
歳
以

上
の
方

②
５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
い
な
い
方

③
過
去
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い

方※
脾
臓
を
摘
出
し
て
い
る
方
、
公

害
認
定
患
者
は
保
険
適
用
と
な
る

た
め
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
金
額

　

助
成
額
は
定
期
予
防
接
種
と
同

額
の
３
，５
０
０
円
で
す
。
（
生

涯
１
回
）

■
接
種
方
法

　

接
種
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

事
前
に
健
康
増
進
課
ま
で
接
種
券

の
発
行
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

相
　
　
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

相
談
す
る
こ
と
で
、
今
の
つ
ら

さ
が
少
し
で
も
軽
く
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
９
日
㈫

　

午
後
２
時
～
４
時

■
場
所　

市
役
所

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
５

月
２
日
㈫
ま
で
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健
師

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
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だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
１

■
日
時　

５
月
31
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容　

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中
の

生
活
・
食
事
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
２

■
日
時　

６
月
９
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

お
産
の
経
過
・
産
後
の
生
活
に

つ
い
て
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

レ
ッ
ス
ン
１
～
２
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者　

出
産
予
定
日
が
平
成

29
年
７
月
～
９
月
の
方

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・
筆

記
用
具
・
水
分
補
給
の
た
め
の
飲

み
物
・
ス
リ
ッ
パ

※
お
父
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
方
は
、

父
子
手
帳
も
お
持
ち
下
さ
い
。

■
申
込
締
切

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
２
日
前
ま
で

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
っ

て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

お
子
さ
ん
の
離
乳
食
に
つ
い
て
も

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
18
日
㈭

午
前
９
時
45
分
～
11
時
45
分

受
付
：
午
前
９
時
45
分
～
10
時

※
血
圧
測
定
を
し
ま
す
の
で
、
10

時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

平
成
28
年
10
・
11
月
生
ま
れ
の
生

後
６
～
７
か
月
児
を
持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

母
子
手
帳

■
定
員　

約
20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
内
容

・
自
分
や
家
族
の
食
事
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
よ
う

・
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ
の

取
り
分
け
の
工
夫

・
血
圧
測
定

■
申
込
締
切　

５
月
11
日
㈭

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

育
児
相
談・母
乳
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
お
悩
み
や
心

配
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
程

　

４
月
20
日
㈭

　

６
月
22
日
㈭

※
隔
月
で
実
施
予
定
。

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員

　

保
健
師
・
助
産
師
・
管
理
栄
養

士
・
心
理
士

■
持
ち
物

　

母
子
健
康
手
帳

※
受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

教
　
　
室

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・
パ

パ
教
室
（
両
親
学
級
）

　

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ
の

た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が
迎
え

ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
が
楽

し
く
送
れ
る
よ
う
に
、
２
回
を
１

コ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で
の
参

加
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市
内
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
心
理

士
・
保
育
士
等
が
お
受
け
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
時

　

５
月
22
日
㈪

　

午
前
９
時
～
11
時

※
奇
数
月
に
実
施
予
定

■
相
談
員　

心
理
士
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

☎(

43)

１
２
３
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

■
日
時

　

５
月
29
日
㈪

　

午
前
９
時
～
11
時

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

み
る
く
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

☎(

39)

６
３
０
５

※
「
み
る
く
」
を
初
め
て
利
用
さ

れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対
策
の

た
め
に
入
館
者
登
録
（
名
札
代
）

３
１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
育
士
が

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
酒
を
日
常
的
に

飲
ん
で
い
ま
す
か
？
お
酒
は
適

量
で
あ
れ
ば
、
体
に
良
い
効
果

も
あ
り
ま
す
が
、
飲
み
過
ぎ
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

や
肝
臓
の
病
気
を
引
き
起
こ
す

原
因
と
な
り
ま
す
。
か
ら
だ
へ

の
負
担
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
乱

れ
を
少
な
く
す
る
た
め
に
も
、

上
手
に
お
酒
と
付
き
合
い
ま
し

ょ
う
。

◎
適
量
範
囲
で
飲
も
う

一
日
の
適
量
の
目
安

・
ビ
ー
ル 

中
ビ
ン
一
本

（
５
０
０
㎖
）

・
ワ
イ
ン 

グ
ラ
ス
二
杯

（
２
４
０
㎖
）

・
ウ
ィ
ス
キ
ー 

ダ
ブ
ル
一
杯

（
60
㎖
）

・
日
本
酒 

（
１
８
０
㎖
）

・
焼
酎（
35
％
） 

1/2
合（
90
㎖
）

◎
お
酒
と
の
付
き
合
い
方

・ 

休
肝
日
を
週
二
日
は
作
り
ま

し
ょ
う
。
難
し
い
方
は
、
ま

ず
一
日
か
ら
休
肝
日
を
作
る

か
、
お
酒
の
量
を
今
よ
り
も

少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

か
ら
だ
の
状
態
を
確
認
す
る

た
め
に
、
定
期
的
に
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
メ
モ

ち
ょ
こ
っ
と
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■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

①
特
定
健
診

　（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
み
）

■
対
象
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40
歳

～
75
歳
未
満
の
方

■
検
査
内
容

問
診
、
身
長
、
体
重
、
腹
囲
測

定
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、

心
電
図

■
個
人
負
担
金　

無
料

■
受
診
時
必
要
な
も
の

特
定
健
診
受
診
券
、
保
険
証

■
年
齢
基
準

平
成
29
年
度
（
４
月
１
日
～
平

成
30
年
３
月
31
日
）
に
40
歳
に
達

す
る
人
か
ら
受
診
日
に
75
歳
未
満

の
方
。

■
そ
の
他

実
施
期
間
に
つ
い
て
、
国
民
健

康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
は
、
会
社
の
担
当
者

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課　

☎(

32)

８
８
９
５

②
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

■
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

■    

実
施
方
式

　

集
団
、医
療
機
関（
個
別
）検
診

■
検
査
内
容

　

問
診
、身
長
、体
重
測
定
、血
圧
、

尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心
電
図

■
個
人
負
担
金　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎(

40)

５
５
５
６

③
ヤ
ン
グ
健
診

（
青
年
期
生
活
習
慣
病
健
診
）

　

こ
の
健
診
は
青
年
期
か
ら
の
生

活
習
慣
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
る

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）」
の
早
期
発

見
と
生
活
習
慣
改
善
を
目
的
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
者

　

20
歳
～
39
歳
の
方

■
検
査
内
容

　

問
診
・
計
測
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）・
血

圧
・
血
液
検
査
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

A
１
c
な
ど
）

■
個
人
負
担
金　

無
料

■
年
齢
基
準

　

平
成
29
年
度
（
４
月
１
日
～
平

成
30
年
３
月
31
日
）
に
そ
の
年
齢

に
達
す
る
方
。

④
が
ん
検
診
等

　

が
ん
は
早
期
発
見
す
れ
ば
90
%

以
上
が
治
り
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
や
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
ぜ
ひ
早
め
に
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

　

市
に
住
所
を
有
す
る
方

　
（
年
齢
は
20
ペ
ー
ジ
が
ん
検
診

一
覧
表
の
と
お
り
）

■
年
齢
基
準

　

平
成
29
年
度
（
４
月
１
日
～
平

成
30
年
３
月
31
日
）
に
そ
の
年
齢

に
達
す
る
方

■
個
人
負
担
金

　

が
ん
検
診
一
覧
表
の
と
お
り

※
70
歳
以
上
の
方（
年
度
末
年
齢
）、

65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
「
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
交
付

さ
れ
て
い
る
方
、
及
び
生
活
保
護

受
給
者
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
・
ヤ
ン
グ
健
診
と
同
時
に
受

診
で
き
ま
す
。

　

集
団
検
診
の
女
性
限
定
日
や
、

託
児
付
き
検
診
を
実
施
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
実
施
期
間

　

21
ペ
ー
ジ
の
集
団
検
診
日
程
表

ま
た
は
、
平
成
29
年
度
行
政
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
番
号
札
の
配
布

　

午
前
７
時
40
分
～
10
時

　
（
受
付
：
午
前
７
時
40
分
か
ら
）

■
注
意
事
項

・
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
検
診
日

の
約
10
日
前
に
問
診
票
、
大
腸
が

ん
検
診
容
器
等
を
郵
送
し
ま
す
。

・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

・
受
診
当
日
は
が
ん
検
診
・
特
定

健
診
（
健
康
診
査
）
受
診
券
及
び

健
康
保
険
証
を
必
ず
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険
加
入
で
特
定
健

診
を
受
診
し
た
方
の
健
診
結
果
は
、

結
果
説
明
会
に
て
お
返
し
し
ま
す
。

そ
の
他
の
方
の
健
診
結
果
は
概
ね

１
か
月
後
に
郵
送
し
ま
す
。

市
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
29

年
度
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
集

団
検
診
及
び
医
療
機
関
で
の
個
別

検
診
で
実
施
し
ま
す
。

実
施
回
数
は
年
度
内
１
回
で
集

団
検
診
と
個
別
検
診
等
の
重
複
受

診
は
で
き
ま
せ
ん
。

個
別
検
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

来
月
発
行
の
広
報
紙
５
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
集
団
検
診
の
申
し
込
み

　

集
団
検
診
（
①
特
定
健
診
、
②

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
、
③
ヤ
ン

グ
健
診
、
④
が
ん
検
診
等
）
は
す

べ
て
、
健
康
増
進
課
で
申
し
込
み

受
付
を
行
い
ま
す
。

　

直
接
、
健
康
増
進
課
窓
口
へ
来

所
ま
た
は
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
受
付
開
始
日

　

５
月
10
日
㈬

■
検
診
会
場

・
き
ら
ら
館

・
ゆ
う
ゆ
う
館

・
南
河
内
公
民
館

・
南
河
内
東
公
民
館

・
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
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■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

がん検診等一覧表

検診名 個人負担
金  対象者 集団

医療
機関
（個別）

検査内容 受診時必
要なもの

胃がん検診

無料

40歳以上 ○ 胃レントゲン間接撮影
（バリウム検査）

平成29年度
受診券
保険証

胃ハイリスク検査
（ＡＢＣ検診）

40、45、50、55、60、65、70、
75歳の方 ○ ペプシノゲン検査・ピロリ

菌検査（血液検査） 対象者の
方に５月
下旬ごろ
に郵送予
定です。
検診受診
時に必ず
持参して
ください。

肺がん検診 40歳以上 ○ ○
肺レントゲン間接撮影
（必要に応じて喀痰細胞診
検査）

大腸がん検診 40歳以上 ○ ○ 便潜血反応検査（2日法）

前立腺がん検診 集団300円
個別400円 50歳以上の男性 ○ ○ 血液検査

（PSA腫瘍マーカー検査）

子宮頸がん検診

集団
1,000円
個別
1,000円

20歳以上の女性
（平成27年度または平成28年度
に受診し、「異常認めず」となっ
た方を除く）

○ ○ 子宮頸部細胞診検査・
HPV検査

乳がん検診

無料

40歳以上の女性 ○ マンモグラフィと
超音波検査

35歳以上40歳未満 ○ 超音波検査のみ

骨密度検査 40、45、50、55、60、65、70歳
の女性 ○ 超音波検査（かかと）

肝炎ウイルス検診
（B+C型・B型のみ
C型のみ）

40、45、50、55、60、65、70歳
で過去に受けたことがない方 ○ Ｂ型・Ｃ型の肝炎ウイルス

抗体検査（血液検査）

歯周疾患検診 40、50、60、70歳 ○ 歯周ポケット測定検査

※ 胃がん検診については、消化管穿孔、閉塞またはその疑い・バリウム過敏症・腸管憩室等の方で、胃バリ
ウム検査を受けられない方は、胃内視鏡検査を受けられる可能性があるため、健康増進課にお問い合わせ
ください。
　（個人負担金4，300円）
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■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

平成29年度集団検診日程

月 日 曜日 会　場 女性限定日 子宮頸がん検診
実施日 託児付検診

６月

５ 月 ゆうゆう館 ○ ○ ○
８ 木 南河内公民館 ○ ○
14 水 ゆうゆう館 ○
25 日 ゆうゆう館 ○
26 月 きらら館

７月

8 土 きらら館
18 火 グリーンタウンコミュニティセンター

22 土 ゆうゆう館 ○
24 月 ゆうゆう館 ○
27 木 きらら館 ○ ○ ○

８月
2 水 きらら館

18 金 ゆうゆう館 ○ ○
30 水 きらら館 ○

９月

5 火 きらら館 ○
6 水 ゆうゆう館

7 木 南河内公民館 ○ ○ ○
13 水 ゆうゆう館

16 土 きらら館 ○
19 火 グリーンタウンコミュニティセンター ○

10月

3 火 グリーンタウンコミュニティセンター

16 月 ゆうゆう館 ○ ○ ○
21 土 ゆうゆう館

27 金 きらら館 ○

11月

6 月 ゆうゆう館

9 木 南河内公民館 ○
12 日 きらら館

13 月 きらら館 ○ ○ ○
20 月 南河内東公民館 ○
27 月 きらら館

12月
1 金 きらら館 ○ ○ ○
8 金 南河内公民館 ○ ○ ○
10 日 ゆうゆう館

１月

12 金 きらら館 ○
14 日 きらら館

17 水 ゆうゆう館 ○ ○
19 金 南河内公民館 ○ ○
25 木 ゆうゆう館



Shimotsuke

広報しもつけ　2017.4
22

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち
☎（
48
）１
１
７
７

こ
く
ぶ
ん
じ
☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し
☎（
51
）０
６
３
３

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
し
も
つ
け

茶
屋
」（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
オ

ー
プ
ン

　

認
知
症
の
人
と
家
族
、
地
域

住
民
、
専
門
職
等
の
誰
で
も
参

加
で
き
る
集
い
の
場
で
す
。
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
楽
し
め
、
介
護
や
認
知
症

な
ど
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
！

■
日
時

　

４
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
会
場

　

南
河
内
児
童
館
１
階
（
旧
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み

か
わ
ち
事
務
所
）

■
内
容

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
・
介
護
相

談
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
4

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
交
流
と
情
報
交
換
会

の
場
と
し
て
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　

４
月
28
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場

　

南
河
内
児
童
館
１
階
（
旧
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み

か
わ
ち
事
務
所
）

■
対
象
者

　

現
在
、
在
宅
や
施
設
で
認
知

症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
ま

た
は
認
知
症
の
介
護
経
験
者

■
内
容

　

情
報
交
換
ほ
か

■
参
加
費

　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
っ
と
♥
介
護
教
室
の

お
知
ら
せ

　
「
福
祉
用
具
特
別
展

〜
転
ば
ぬ
先
の
杖
〜
」

　

身
体
に
あ
っ
た
福
祉
用
具
を

使
う
こ
と
で
楽
に
介
護
が
で
き

た
り
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増

え
た
り
し
ま
す
。

　

実
際
に
見
て
触
っ
て
、
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
移
動
展
示

車
も
来
ま
す
！

■
日
時

　

４
月
25
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
会
場

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら

館
検
診
室

■
対
象
者

　

市
在
住
で
興
味
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
費

　

無
料

■
申
込
締
切

　

４
月
21
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い

し
ば
し

担当地区 住　所 電話番号

地域包括支援センター
みなみかわち 南河内地区 仁良川1651番地1

（特別養護老人ホームにらがわの郷内） 48-1177

地域包括支援センター
いしばし 石橋地区 下古山1174

（特別養護老人ホームいしばし内） 51-0633

地域包括支援センター
こくぶんじ 国分寺地区 小金井789

（保健福祉センターゆうゆう館内） 43-1229

※地域包括支援センターみなみかわちの事務所が移転しました。新しい事務所は、特別養護
老人ホームにらがわの郷内です。電話番号も変わります。

市内には、３か所の地域包括支援センターがあり、保健師又は看護師・社会福祉士・主任介
護支援専門員、介護支援専門員がいます。相談窓口の他、介護予防教室等の開催や成年後見
制度の紹介も行っています。お気軽にご相談ください！

地域包括支援センターは、地域包括支援センターは、
介護・認知症、その他高齢者の介護・認知症、その他高齢者の

生活に関する身近な相談窓口です！生活に関する身近な相談窓口です！



人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
お
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
お
知
ら
せ
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人間ドック助成のお知らせ

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）及
び

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
の
方
に
つ
い
て
、
人
間
ド
ッ

ク
検
診
費
用
の
一
部（
一
律
２
５
，

０
０
０
円
）を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
検
診
日
時
点
で
30
歳
以
上
の
方

・
各
健
康
保
険
被
保
険
者
で
保
険

税（
料
）の
納
期
到
来
分
に
未
納
が

な
い
世
帯
の
方

・
市
が
実
施
す
る
特
定
健
診
・
健

康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
方

■
助
成
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
被
保
険
者
証
及
び
40
歳

以
上
の
方
に
つ
い
て
は
特
定
健
診

受
診
券
ま
た
は
、
健
康
診
査
受
診

券（
５
月
末
頃
、
発
送
予
定
。
発

送
前
の
申
請
に
は
不
要
。）

■
助
成
申
込
期
間

※
受
診
前
に
申
請
を
し
な
い
と
助

成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

４
月
１
日
㈯
〜

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

※
開
庁
日
の
み

検
診
期
間

４
月
１
日
㈯
〜

平
成
30
年
３
月
31
日
㈯

■
検
診
種
別

　

年
度
内
１
人
１
回
、
１
種
類
の

み
。

■
助
成
ま
で
の
流
れ

受
診
ま
で

全
医
療
機
関
共
通

①
医
療
機
関
に
予
約

②
受
診
前
に
市
民
課
に
て
助
成
申

請受
診
以
降

下
表
の
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る

場
合

　

医
療
機
関
窓
口
で
２
５
，０
０
０

円
差
引
か
れ
ま
す
の
で
、
お
手
続

き
は
不
要
で
す
。

下
表
以
外
の
医
療
機
関
で
受
診
さ

れ
る
場
合

　

医
療
機
関
窓
口
で
は
全
額
負
担

と
な
り
ま
す
。
助
成
金
の
請
求
手

続
き
が
必
要
で
す
。

・
領
収
書
や
検
診
結
果
※
を
持
っ

て
市
民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
指
定
口
座
に
振
込
と
な
り

ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
の
方
は
、
検
診
結
果
は
不
要
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
32
）８
８
９
５

区
分 医療機関 検診料 個人負担 検診内容

胃の検査
その他（主なもの） 電話

バリウム 胃カメラ

日
帰
り

自治医大健診センター 54,140 29,140 一般 ○ × 44-2100

島田クリニック 42,290 17,290 一般 ○ × ABC検診 53-8000

石橋総合病院 44,280 19,280 一般 ○ ○ 子宮頸部細胞診　マンモグラフィ 53-1134

小金井中央病院 38,340 13,340 一般 ○ ○ 婦人科検査・胸部X線検査 44-7000

新小山市民病院

43,200 18,200 一般 ○ × 超音波内蔵脂肪検査・血圧脈波
検査 36-0250

47,520 22,520 一般 × ○ 〃 〃

43,200 18,200 脳ドック × × 頭部MRI・MRA　頸部MRA 〃

宇都宮セントラル
クリニック

41,040 16,040 一般 ○ × 028-657-7302

43,200 18,200 脳ドック × × 頭部MRI・MRA　頸部MRA 〃

鷲谷病院

42,120 17,120 一般 ○ ○ 腹部内臓脂肪測定 028-648-0484

28,080 3,080 心臓ドック × × 心電図・CT検査 〃

38,880 13,880 脳ドック × × 頭部MRI・MRA　頸部MRA 〃

宿
泊 小金井中央病院 68,580 43,580 一般 +糖尿病 ○ ○ 婦人科検査・糖負荷試験・腹部

Ｘ線検査 44-7000

総
合
ド
ッ
ク

宇都宮セントラル
クリニック

65,880 40,880 一般 +脳 ○ × 頭部MRI・MRA　頸部MRA 028-657-7302

65,880 40,880 一般 +心臓 ○ × 心臓MRI・MRA 〃

鷲谷病院

66,960 41,960 一般 +脳 ○ ○ 頭部MRI・MRA　頸部MRA 028-648-0484

66,960 41,960 一般 +膵臓 ○ ○ 膵臓MRI 〃

59,400 34,400 一般 +心臓 ○ ○ 心臓CT検査 〃



問い合わせ先
市民課　☎（32）8895
栃木年金事務所
　　　　☎0282（22）4131
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国民年金だより

平
成
29
年
度
の
年
金
金
額
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
は
平
成
28
年
平
均

の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
を
踏
ま

え
、
平
成
29
年
度
の
年
金
額
を
平

成
28
年
度
か
ら
0.1
％
の
引
き
下
げ

と
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額（
月
額
）

は
、
下
の
表
の
と
お
り
（
40
年
間

納
付
し
た
満
額
の
場
合
）
で
す
。

※
厚
生
年
金
は
、
夫
が
平
均
的
収

入
（
平
均
標
準
報
酬
（
賞
与
含
む

月
額
換
算
）
42
．８
万
円
）
で
40

年
間
就
業
し
、
妻
が
そ
の
期
間
す

べ
て
専
業
主
婦
で
あ
っ
た
世
帯
の

新
規
裁
定
の
給
付
水
準
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
受
給
者
の
受
取
額
が
変

わ
る
の
は
、
通
常
だ
と
４
月
分
の

年
金
が
支
払
わ
れ
る
６
月
か
ら
で

す
。

期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
あ
っ
て
も

納
付
期
限
か
ら
２
年
以
内
で
あ
れ

ば
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る

と
時
効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、
平
成
30

年
９
月
末
ま
で
は
「
後
納
制
度
」

を
利
用
し
て
過
去
５
年
前
ま
で
遡

っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（「
後
納
制
度
」
を
利
用
す
る
た
め

に
は
別
途
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

　

ま
た
、
金
融
機
関
で
の
口
座
振

替
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
付
、Pay-easy

（
ペ
イ
ジ

ー
）
に
よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。

（
市
役
所
で
納
付
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）

前
納
で
お
得
！

　

保
険
料
は
前
納
制
度
を
利
用
す

る
と
お
得
で
す
。

　

詳
し
く
は
下
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
６
，４
９
０
円
と

な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ

て
く
る
「
納
付
書
」
で
、
金
融
機

関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
な
お
、
納
付
期

限
は
翌
月
末
に
な
り
ま
す
。
納
付

年
金
マ
メ
知
識

　

年
金
手
帳
の
再
交
付
に
つ
い
て

　

年
金
手
帳
の
紛
失
や
破
損
を
し

た
と
き
は
、
被
保
険
者
ま
た
は
被

保
険
者
で
あ
っ
た
人
が
所
定
の
手

続
き
先
へ
申
請
す
る
こ
と
で
、
再

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
自
営

業
・
農
業
・
学
生
・
無
職
の
方
等
で
、

左
記
の
②
と
③
に
該
当
し
な
い
方
）、

ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険
者

○
手
続
き
先

　

住
所
地
の
市
区
町
村
役
場

②
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方
で
、
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
場
合

○
手
続
き
先

　

勤
務
す
る
事
業
所
を
経
由
し
て

ま
た
は
直
接
、
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

③
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
（
国

民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の
場

合
）

○
手
続
き
先

　

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
を

経
由
し
て
ま
た
は
直
接
、
事
業
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務

所
（
郵
送
の
場
合
は
事
務
セ
ン
タ

ー
で
も
可
）

■40年間納付した場合の受給額
平成29年度
年金額（月額）

国民年金
（老齢基礎年金：１人分） 64,941円

厚生年金
（夫婦２人分の基礎年金を含
む標準的な年金額※）

221,277円

お得な前納制度
納付方法 納付書で納付する場合の納付額・割引額等
毎月納付 　 16,490円（毎月納付書で納める場合、割引はなし）
６か月前納

平成29年４月～平成29年９月分
平成29年10月～平成30年３月分

　 98,140円（毎月納める場合より800円の割引）
※４月～９月分は４月末日、10月～３月分は10月末日が納付期限です。

１年前納
（ 平成29年４月～平成30年３月分 ）

　 194,370円（毎月納める場合より3,510円の割引）
※４月末日が納付期限です。

２年前納
（ 平成29年４月～平成31年３月分 ）

　379,560円（毎月納める場合より14,400円の割引）
※４月末日が納付期限です。
※２年前納を希望する場合は、年金事務所への申出が必要です。

（　　　　　　 ）
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国保＆年金 こんなときにはこんな手続きを！

問い合わせ先　市民課　保険年金グループ　　☎（３２）８８９５

脱退の届出が
遅れると…

加入の届出が
遅れると…

国民健康保険の資格がなくなったのに、抜ける届出が遅れると、ついうっかり国保の保険証を使
って診療を受けてしまうことがあります。この場合は国保が負担した医療費をあとで返さなけれ
ばなりません。

国民健康保険・国民年金に加入しなければならないのに、届出が遅れると、保険料（税）をさかのぼっ
て納めることになります。例えば、４月に国民健康保険・国民年金に加入する資格があるにもかかわら
ず10月に届け出た場合、４月までさかのぼって保険料（税）を納めることになります。

《国民健康保険》
こんなとき どうする 届出に必要なもの

他の市区町村から転入したとき
（前住所地で国民健康保険だった場合）

国民健康保険に
加入する

他の市区町村の転出証明書、印鑑

社会保険等勤務先の健康保険を抜けたとき 社会保険等を抜けた日にちのわかる書類（退職証明
書、社会保険資格喪失証明書、離職票など）、印鑑

社会保険等の扶養からはずれたとき 扶養を抜けた日にちのわかる書類（社会保険資格
喪失証明書など）、印鑑

他の市区町村に転出するとき
（下野市で国民健康保険だった場合）

国民健康保険を
抜ける

今まで使用した国民健康保険証、特定健康診査受
診券（新しい受診券が郵送されていて、受診してい
ない場合のみ）、印鑑

社会保険等勤務先の健康保険に加入したとき 今まで使用した国民健康保険証、新しく加入した
職場の健康保険証、印鑑社会保険等の被扶養者になったとき

下野市内で住所がかわったとき 新しい保険証を
受け取る 今まで使用した国民健康保険証、印鑑

世帯を分けたり、一緒になったりしたとき
保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき 再発行の

手続きをする
本人であることを証明するもの（運転免許証な
ど）、印鑑

就学のため、子どもが他市町村へ転出するとき 転出後も下野市の
保険証を使用する
手続きをする

今まで使用した国民健康保険証、在学証明書、印鑑

※手続きは市役所市民課窓口にて行います。※石橋窓口、南河内窓口では手続き出来ません。

《国民年金》
こんなとき どうする 届出先・届出に必要なもの

60歳前に会社などを退職したとき

国民年金（第1号
被保険者）加入の
手続きをする

市役所市民課※石橋窓口、南河内窓口では手続き出
来ません。
厚生年金等を抜けた日にちのわかる書類（退職証
明書、社会保険資格喪失証明書、離職票など）、年
金手帳、印鑑

厚生年金に加入している配偶者の扶養からはずれ
たとき

市役所市民課（ 同上 ）
扶養を抜けた日にちのわかる書類（社会保険資格
喪失証明書など）、年金手帳、印鑑

結婚や退職などにより厚生年金に加入している配
偶者の扶養となったとき

国民年金（第3号
被保険者）加入手
続きをする

配偶者の勤務先

年金手帳をなくしたとき 再交付の手続き
をする

第1号被保険者:市役所市民課（ 同上 ）、年金事務所
第3号被保険者:配偶者の勤務先
本人であることを証明するもの（運転免許証など）、印鑑

保険料口座振替を開始・停止・変更するとき 口座振替依頼書
を提出する

金融機関、年金事務所

国保＆年金

　転入・転出や就職など生活がか
わるとき、国民健康保険や国民年
金では以下の手続きが必要です。
忘れずに手続きをしましょう。

こんなときにはこんなときには
　 こんな手続きを!　 こんな手続きを!
―届出は 14日以内に―
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下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク

ラ
ブ
会
員
募
集
中

　

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク

ラ
ブ
は
、
た
く
さ
ん
の
活
動
を
と

お
し
た
仲
間
づ
く
り
、
子
ど
も
会

の
お
手
伝
い
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
が
待

っ
て
る
よ
！

■
入
会
資
格　

中
学
生
〜
高
校
生

■
会
費　

年
１
，０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
32
）８
９
１
９

石
橋
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル

「
イ
リ
マ
レ
イ
ア
ロ
ハ　

イ

シ
バ
シ
」
よ
り
お
知
ら
せ

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
た
い
方

へ
！

■
無
料
体
験
日

　

４
月
４
日
㈫
・
11
日
㈫
・

18
日
㈫
・
25
日
㈫

　

５
月
２
日
㈫
・
９
日
㈫
・

16
日
㈫
・
23
日
㈫
・
30
日
㈫

■
時
間

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

　

石
橋
公
民
館　

第
二
会
議
室

■
講
師

　

第
２・
４
火
曜
日　

村
田
先
生

　

第
１
・
３
・
５
火
曜
日

自
主
練
習

■
持
ち
物

　

底
の
う
す
い
靴
・
飲
料
水

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
塚
里
子

　
☎
０
９
０（
５
４
４
８
）３
３
４
９

パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
基
礎
講
座

受
講
生
募
集

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と
下

野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
と
の
協
働
事
業
に

よ
り
ワ
ー
ド
基
礎
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
ワ
ー
ド
２
０
１
３
を
使
用

し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
扱
い
方
、
文

字
入
力
か
ら
文
書
の
作
成
ま
で
、

基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
た

い
方
、
基
礎
を
再
確
認
し
た
い
方

向
き
の
講
座
で
す
。

■
コ
ー
ス
及
び
日
時

◎
火
曜
コ
ー
ス
（
全
10
回
）

　

５
月
16
日
〜 

７
月
18
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
土
曜
コ
ー
ス
（
全
10
回
）

　

５
月
20
日
〜
７
月
22
日　

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
定
員

　

各
コ
ー
ス
15
名
（
先
着
順
）

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法

　

４
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
ご

来
館
の
う
え
、
費
用
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
費
用

　

５
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
を

お
持
ち
の
方
は
、
３
，０
０
０
円
）

■
テ
キ
ス
ト

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
出
版
「
よ
く
わ
か
る
ワ

ー
ド
２
０
１
３
基
礎
」

■
パ
ソ
コ
ン

　

ワ
ー
ド
２
０
１
３
の
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
持

参
で
き
な
い
方
や
該
当
の
パ
ソ
コ

ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
セ
ン

タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
を
ご
使
用
に
な

れ
ま
す
。

■
講
師

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

○
５
月
１
日
㈪

○
６
月
５
日
㈪

　

午
後
１
時
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

下
野
市
庁
舎

花
と
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受
講
生
募
集

　

市
役
所
敷
地
内
の
花
壇
や
樹
木

を
利
用
し
て
、
花
と
緑
の
実
践
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
専
門
家
に
よ

る
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
付

け
、
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
趣
味

の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
活
か
し
ま
し

ょ
う
。

■
日
程
及
び
内
容

　

５
月
18
日
㈭

　
「
庁
舎
花
壇
の
花
植
え
」

※
全
４
回
講
座
。
２
回
目
以
降
の

講
座
日
程
に
つ
い
て
は
初
回
講
座

日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
時
間

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

■
講
師

　

市
造
園
建
設
業
協
同
組
合

■
定
員

　

20
名
（
先
着
順
）

■
費
用　

無
料

■
集
合
場
所

　

市
役
所　

３
０
２
会
議
室

■
持
ち
物
、
服
装

　

軍
手
、
長
靴
な
ど
作
業
し
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

研修の様子
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
制
度
を
実
施

し
ま
す

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
方
に
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な

り
ま
す
の
で
、
補
助
金
の
合
計

額
が
予
算
額
に
達
し
た
と
き
は

申
請
の
受
付
を
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
詳
細
は
環
境
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
は
、
以
下
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

（
実
績
報
告
時
に
お
い
て
居
住

し
て
い
る
場
合
を
含
む
）

②
電
灯
契
約
を
結
ん
で
い
る
個

人
で
あ
り
、市
内
の
住
宅
等（
店

舗
、
事
務
所
等
と
の
兼
用
は
可

と
す
る
）に
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
こ
と
、
ま
た
は
建
売
住
宅

供
給
者
等
か
ら
市
内
に
シ
ス
テ

ム
付
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
。

※
住
居
部
分
の
電
力
に
使
用
す

る
た
め
に
、
納
屋
や
車
庫
に
設

置
す
る
こ
と
は
可
と
す
る
。

③
設
置
す
る
住
宅
が
、
補
助
対

象
者
の
所
有
物
で
な
い
場
合
は
、

書
面
に
よ
る
所
有
者
の
設
置
承

諾
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

■
補
助
金
の
額

　

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
ｋ

Ｗ
当
た
り
１
万
円（
上
限
４
万

円
）と
し
、
千
円
未
満
の
端
数

は
切
り
捨
て
る
。

■
予
算
額

　

6
2
0
万
円

■
申
請
受
付

　

４
月
３
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

■
必
要
書
類

・
シ
ス
テ
ム
の
概
要
が
確
認
で

き
る
書
類

・
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し
ま

た
は
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
売

買
契
約
書
の
写
し

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

・
住
民
票
の
写
し

・
設
置
承
諾
書

・
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め

る
書
類

■
申
請
先

　

必
要
書
類
を
添
え
て
、
環
境

課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

①
設
置
工
事
の
着
工
前
ま
た
は

シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
の
引
渡

し
前
に
、
工
事
に
着
工
さ
れ
た

場
合
ま
た
は
引
渡
し
を
受
け
た

場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
工
事
完
了
日
、
建
売
住
宅
の

引
渡
し
日
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
工
事
完
了
日

・
既
築
住
宅

　

交
付
決
定
日
か
ら
３
か
月
以

内
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
12
日

㈪
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

・
新
築
住
宅

　

交
付
決
定
日
か
ら
６
か
月
以

内
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
12
日

㈪
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

○
建
売
住
宅
の
引
渡
し
日

　

交
付
決
定
日
か
ら
３
か
月
以

内
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
９
日

㈮
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

③
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、

シ
ス
テ
ム
の
工
事
完
了
日
ま
た

は
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
の
引

渡
し
が
完
了
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
、
30
日
以
内
ま
た
は
平
成

30
年
３
月
26
日
㈪
の
い
ず
れ
か

早
い
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

新
聞
等
の
古
紙
類
、び
ん
、缶
、

古
布
な
ど
は
、
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
ご
み
の
中
で
、
リ
サ
イ
ク

ル
が
可
能
な「
資
源
ご
み
」で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
自
治
会
や

子
ど
も
会
、
小
中
学
校
な
ど
66

団
体
が
資
源
回
収
実
施
団
体
と

し
て
登
録
し
、
回
収
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
集
団
回

収
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
地
域
の
取
り
組
み

に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

☆
回
収
活
動
を
市
が
支
援
！

　

資
源
ご
み
の
回
収
量
に
応
じ

て
、
報
奨
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。（
回
収
重
量
１
㎏
に
つ
き
４

円
、
空
び
ん
は
２
本
で
１
㎏
換

算
）

☆
資
源
の
持
ち
去
り
防
止
に
効

果
　

集
団
回
収
に
出
さ
れ
た
資
源

は
団
体
の
所
有
物
で
す
。
集
団

回
収
に
出
す
こ
と
は
、
ご
み
集

積
所
か
ら
の
資
源
の
持
ち
去
り

対
策
と
し
て
有
効
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

環
境
ト
ピ
ッ
ク
ス
メ
モ
　
犬
を
散
歩
す
る
と
き
は
、
必
ず
フ
ン
の
後
始
末
を
お
願
い
し
ま
す
。

環境課 32-8898
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空
き
地
の
雑
草
管
理
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

高
齢
で
な
か
な
か
草
刈
り
が

ま
ま
な
ら
な
い
、
面
積
が
大
き

く
て
手
が
回
ら
な
い
な
ど
、
空

き
地
の
雑
草
の
除
去
で
お
困
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
放
っ
て
お
く
と
、

ど
ん
ど
ん
雑
草
が
伸
び
て
し
ま

い
、
毛
虫
が
発
生
す
る
な
ど
、

隣
接
す
る
方
々
に
迷
惑
を
か
け

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

空
き
地
の
適
正
な
管
理
は
所

有
者
の
責
任
で
す
。
下
野
市
で

は
、
所
有
者
に
代
わ
り
空
き
地

の
除
草
作
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
委
託
の
料
金

【
参
考
】年
額
1
0
0
円
／
１
㎡

（
平
成
28
年
度
の
場
合
・
税
抜
）

　

注
意
：
年
度
途
中
の
申
し
込

み
、
解
約
も
同
額
に
な
り
ま
す
。

■
管
理
の
内
容

　

年
４
回
の
雑
草
の
刈
払
い

（
刈
り
取
り
は
雑
草
の
繁
茂
す

る
期
間
に
行
い
ま
す
）

　

な
お
、
刈
り
取
っ
た
草
の
回

収
は
行
い
ま
せ
ん
。
希
望
す
る

場
合
は
個
別
に
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

■
受
託
の
条
件

①
下
野
市
の
行
政
区
域
内
で
あ

る
こ
と

②
建
物
や
工
作
物
が
無
く
、
果

樹
、
植
木
等
の
樹
木
が
植
え
ら

れ
て
い
な
い
更
地
で
あ
る
こ
と

③
傾
斜
地
や
湿
地
等
、
通
常
の

管
理
が
困
難
で
な
い
土
地
で
あ

る
こ
と

④
笹
竹
等
の
繁
茂
に
よ
る
荒
廃

が
な
く
、
昨
年
ま
で
適
正
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
た
土
地
で
あ

る
こ
と

■
委
託
の
方
法

　

環
境
課
に
委
託
料
と
と
も
に

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｌ
ｅ
ｔ‘

ｓ
減
量

　

普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
、
簡

単
に
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
め

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
環

境
へ
の
負
荷
を
減
ら
し
、
循
環

型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

■
消
費
者
の
方
へ

・
生
ご
み
は
、
水
切
り
容
器
、

ネ
ッ
ト
、
穴
あ
き
の
ポ
リ
袋
等

を
利
用
し
て
、
生
ご
み
の
水
切

り
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご

み
と
し
て
出
す
前
に
ひ
と
絞
り

し
て
水
切
り
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

・
市
の
資
源
物
収
集
に
出
す
前

に
、
地
域
の
集
団
回
収
に
協
力

し
ま
し
ょ
う
。（
重
量
に
応
じ
て

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。）

・
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
回
収
、
使

用
済
製
品
の
販
売
店
回
収
な
ど

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
資
源
物
は
、
区
分
毎
に
き
ち

ん
と
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
小
型
家
電
は
、
市
役
所

等
の
拠
点
回
収
所
に
出
し
ま
し

ょ
う
。

・
補
助
金
を
活
用
し
て
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
器
等
を
導
入
し
、

生
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を

推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
事
業
者
の
方
へ

・
販
売
時
の
包
装
は
で
き
る
だ

け
簡
素
化
し
ま
し
ょ
う
。
包
装

の
簡
素
化
に
向
け
て
、
マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
の
呼
び
か
け
を
行
う

な
ど
、
利
用
者
の
理
解
と
協
力

を
求
め
ま
し
ょ
う
。

・
ト
レ
イ
を
使
用
し
な
い
量
り

売
り
・
ば
ら
売
り
な
ど
の
普
及

に
努
め
、
過
剰
包
装
の
自
粛
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・
再
生
品
や
詰
め
替
え
商
品
、

エ
コ
マ
ー
ク
商
品
な
ど
環
境
に

配
慮
し
た
商
品（
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
商
品
、
再
使
用
・

再
生
利
用
可
能
な
商
品
な
ど
）

の
販
売
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
販

売
の
際
に
は
、
わ
か
り
や
す
い

説
明
表
示
な
ど
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。利

用
者
み
ん
な
の
協
力
で

清
潔
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
！

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利

用
者
全
員
の
協
力
に
よ
り
、
清

潔
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

一
部
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

方
の
た
め
に
、
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
方
が
い
る
事
も
お
忘
れ
な

く
！
ご
み
出
し
の
際
は
、
ル
ー

ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
で

回
収
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

回
収
日
を
間
違
え
る
と
回
収

さ
れ
ず
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
祭
日
等
の

関
係
で
回
収
曜
日
が
変
更
さ
れ

て
い
る
月
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

■
決
め
ら
れ
た
分
別
で

出
し
ま
し
ょ
う

　

分
別
が
さ
れ
て
い
な
い
と
回

収
さ
れ
ず
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
行
政
カ

レ
ン
ダ
ー
の「
家
庭
ご
み
の
正

し
い
分
け
方
・
出
し
方
」を
よ

く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
で
決
め
ら
れ
た

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
で
決

め
ら
れ
た
地
域
の
ル
ー
ル
が
あ

れ
ば
、
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
８
時
ま

で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
回
収
は
種
類
ご
と
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
ご
み
が
残
っ
て
い
て

も
、
種
類
に
よ
っ
て
は
す
で
に

回
収
が
終
わ
っ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
後
出
し
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
！

■
自
分
が
出
し
た
ご
み
が
回
収

さ
れ
た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

特
別
な
ご
み
、
変
わ
っ
た
ご

み
を
出
し
た
と
き
は
、
回
収
さ

れ
た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
前
日
に
自
分
が
出
し
た
ご

み
が
、
翌
日
残
っ
て
い
た
場
合

は
、
一
旦
持
ち
帰
り
出
し
直
し

ま
し
ょ
う
。

■
出
し
方
・
分
け
方
を

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
の「
家
庭

ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・
出
し

方
」を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

不
安
な
場
合
や
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
環
境
課
に
確
認
し
て
か

ら
出
し
ま
し
ょ
う
。
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「
し
も
つ
け
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
開
催

～
人
と
自
然
が
共
生
し
た
持
続

可
能
な
環
境
都
市〝
し
も
つ
け
〟

を
目
指
し
て
～

　

去
る
２
月
19
日
、
し
も
つ
け

環
境
市
民
会
議
と
市
の
協
働
事

業「
し
も
つ
け
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
の
晩
か
ら
朝
方

に
か
け
て
降
っ
た
雪
が
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
残
る
中
、
70
名
を
超
え

る
市
民
の
方
々
に
来
場
い
た
だ

き
、
熱
気
の
こ
も
っ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
団
体
と
行
政
と
の
協
働

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
環
境
保
全
創
造

啓
発
イ
ベ
ン
ト
も
、
３
回
目
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
課
題
解
決
型
協
働

と
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
組

織
の
役
割
」と
題
し
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人「
と
ち
ぎ
ユ
ー

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」代
表
理
事
の
岩
井
俊
宗
氏

に
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、「
協
働
」に
お
け

る
相
手
と
の
違
い
を
強
み
に
変

え
る
た
め
に
は
、
お
互
い
の
存

在
理
由
を
理
解
す
る
こ
と
、
問

題
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
、
協

働
後
の
双
方
のHA

PPY

な
イ

メ
ー
ジ
を
描
く
こ
と
等
が
必
要

で
あ
る
と
、「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」を
進
め
て
い
く
上
で
、

と
て
も
示
唆
に
富
ん
だ
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
下
野
市
環
境

基
本
計
画
の
中
間
見
直
し
の
年

で
、
市
内
の
協
働
に
よ
る
環
境

保
全
・
創
造
活
動
の
今
を
検
証

す
る
た
め
、ま
た
、一
般
の
市
民

の
皆
様
に
活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
環
境
活
動

の
担
い
手
の
確
保
と
い
う
こ
と

も
目
的
に
、
宇
都
宮
大
学
地
域

デ
ザ
イ
ン
科
学
部
教
授
、
中
村

祐
司
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に

事
例
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
会
の
表
題
と
発
表

し
も
つ
け
環
境
市
民
会
議
事
務
局

☎（
32
）８
８
９
８（
環
境
課
）

ゆ
う
が
お
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
通
信

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会

の
構
築
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
た

め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の『
譲
り
た
い
』『
譲

っ
て
ほ
し
い
』情
報
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
幼
児
用
ベ
ビ
ー
バ
ウ
ン
サ

ー
・
歩
行
器
・
ポ
ン
チ
ョ（
女

性
用
フ
リ
ー
サ
イ
ズ
）・
座
布

団（
夏
用
、
冬
用
5
枚
）・
ベ
ビ

ー
バ
ス
・
幼
児
用
布
団
セ
ッ
ト
・

ひ
な
人
形

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
電
気
ス
ト
ー
ブ
・
大
人
用
自
転

車（
24
～
26
イ
ン
チ
、
折
り
畳

み
）・
子
供
用
自
転
車（
女
児
用

18
～
20
、22
、24
イ
ン
チ
、男
児

用
22
イ
ン
チ
）・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
・
子
供
用
ス
キ

ー
用
品
・
扉
付
き
ベ
ビ
ー
ゲ
ー

ト
・
第
二
薬
師
寺
幼
稚
園
制
服

＆
体
操
着（
男
児
用
、
女
児
用
）

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①「
希
少
種
の
保
護
活
動
」

　

下
野
市
自
然
に
親
し
む
会

　

事
務
局
長　

杉
浦　

健
夫
氏

②「
環
境
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」

　

南
河
内
東
公
民
館
社
会
教
育

　

指
導
員　

小
堀　

晴
美　

氏

③「
地
域
に
根
ざ
し
た
環
境
保

全
活
動
」

　

市
役
所
農
政
課

　

主
事　

伊
東　

桂
吾　

氏

　

参
加
さ
れ
た
市
民
の
方
か
ら

は
、「
協
働
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
協

働
事
業
に
も
様
々
な
形
が
あ
る

こ
と
が
、
事
例
発
表
を
聞
い
て

わ
か
っ
た
」
等
、
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、

協
働
を
身
近
な
問
題
の
解
決
手

段
と
し
て
捉
え
直
す
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

環
境
審
議
会
公
募
委
員
を

募
集

　

環
境
保
全
に
関
す
る
重
要
施

策
を
実
施
す
る
た
め
、
調
査
・

審
議
す
る
機
関
と
し
て
、「
下
野

市
環
境
審
議
会
」を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
次
の
通
り
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
内
容　

計
画
に
関
し
て
、
調

査
・
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
任
期　

２
年

■
会
議
開
催
回
数

　

年
４
回
程
度

■
募
集
人
数　

２
名

■
募
集
期
間

　

４
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮

■
応
募
資
格

①
市
に
住
所
を
有
し
、
原
則
と

し
て
、
20
歳
以
上
の
方

②
原
則
と
し
て
、
市
で
設
置
す

る
他
の
審
議
会
等
の
委
員
で
な

い③
平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
記
入
し
、
環
境

課
ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
報
酬　

日
額
6
，0
0
0
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課

　

☎（
32
）8
8
9
8

　

（
32
）8
6
0
9

左から、中村教授、杉浦氏、小堀氏、伊東氏

岩井俊宗　氏
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・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク

　

１
人　

２
０
０
，０
０
０
円

※
団
体
で
出
場
す
る
場
合
は
対

象
人
数
を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま

す
。

■
褒
賞
金

⑴
世
界
選
手
権
大
会

　

１
人　

３
０
０
，０
０
０
円

⑵
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク

　

１
人　

５
０
０
，０
０
０
円

※
団
体
で
出
場
す
る
場
合
は
対

象
人
数
を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま

す
。

■
交
付
申
請

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
添
付
書
類
を
そ
ろ
え
て
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
窓
口
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

　

激
励
金
や
褒
賞
金
の
対
象
と

な
ら
な
い
大
会
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
32
）８
９
２
０

　

各
自
治
会
の
役
員
さ
ん
を

は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
の
多

大
な
ご
協
力
に
よ
り
、
毎
年
、

盛
大
に
体
育
祭
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
健
康
増
進

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今

年
で
第
12
回
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
お
い
て
も
、

自
治
会
対
抗
で
「
テ
ィ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」、「
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」、「
運
動
会
」、

自
治
会
対
抗
で
は
な
い
「
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
実
施
予
定
で
す
。

　

参
加
し
て
み
た
い
方
は
、
所

属
す
る
自
治
会
の
自
治
会
長

ま
た
は
体
育
部
長
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
詳
細
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
日
時　
６
月
18
日
㈰

■
会
場

　

石
橋
中
学
校
校
庭
・
国
分
寺

運
動
公
園
・
別
処
山
公
園

※
雨
天
時
は
翌
週
25
日
に
延
期

第
12
回
下
野
市
民
体
育
祭
の
お
知
ら
せ

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会

■
日
時　
９
月
３
日
㈰

■
会
場

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー
・
国

分
寺
聖
武
館
・
南
河
内
体
育

セ
ン
タ
ー

運
動
会

①
石
橋
地
区
大
会

■
日
時　

10
月
８
日
㈰

■
会
場　

石
橋
中
学
校
校
庭

②
国
分
寺
地
区
大
会

■
日
時　

10
月
８
日
㈰

■
会
場

　

国
分
寺
運
動
公
園

※
①
、
②
と
も
雨
天
時
は
翌
日

９
日
（
月
・
体
育
の
日
）
に

順
延

南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

■
日
時　

10
月
８
日
㈰

■
会
場

　

南
河
内
球
場
ほ
か

※
雨
天
時
は
種
目
に
よ
っ
て

は
後
日
に
延
期

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
32
）８
９
２
０

　

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
、
予

選
会
等
に
よ
る
選
出
を
経
て
、

国
や
県
の
代
表
と
し
て
関
東

大
会
以
上
の
国
内
大
会
、
国
際

大
会
に
出
場
す
る
個
人
・
団
体

に
対
し
て
、
申
請
に
基
づ
き
激

励
金
を
交
付
し
、
特
定
の
国
際

大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た
し

た
個
人
・
団
体
に
対
し
て
は
褒

賞
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

の
内
、
次
に
該
当
し
な
い
方

⑴ 

市
内
中
学
校
の
運
動
部
と

し
て
出
場
す
る
方

⑵
監
督
ま
た
は
コ
ー
チ
等

■
激
励
金

⑴
関
東
大
会

　

１
人　

５
，０
０
０
円

⑵
全
国
大
会

　

１
人　

１
０
，０
０
０
円

⑶
国
際
大
会

・
ア
ジ
ア
大
会
等
の
地
域
大
会

　

１
人　

５
０
，０
０
０
円

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
外
の
世
界

大
会

　

１
人　

１
０
０
，０
０
０
円

下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
激
励
金
及
び
褒
賞
金
交
付
制
度

Let’s SPORTSLet’s SPORTS スポーツ振興課スポーツ振興課
☎（32）８９２０☎（32）８９２０問い合わせ先
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弓
道
は
年
齢
を
問
わ
ず
始
め

ら
れ
る
武
道
で
あ
り
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
続
け
ら
れ
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　

５
月
13
日
㈯
〜
６
月
10
日
㈯

（
毎
週
土
曜
日　

全
５
回
）

①
昼
の
部　

午
後
２
時
〜
４
時

②
夜
の
部　

午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所

①
国
分
寺
静
思
館

②
石
橋
弓
道
場

■
対
象
者

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
一
般
社

会
人

■
募
集
人
員

　

①
、
② 

各
10
名
程
度

■
参
加
費

　

１
，０
０
０
円
（
保
険
料
込
）

■
申
し
込
み

　

４
月
29
日
㈯
午
後
５
時
ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ

交
流
館
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

ポ
ー
ツ
講
習
会
と
し
て
開
催
す

る
た
め
、
対
象
は
高
校
生
以
上
、

事
前
の
申
し
込
み
と
参
加
料
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

・
第
９
回
は
市
内
小
学
校
交
流

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

第
10
回
は
下
野
オ
ー
プ
ン
キ
ン

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て

開
催
す
る
た
め
、
事
前
の
申
し

込
み
と
参
加
料
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
対
象

　

小
学
生
以
上

■
費
用

　

無
料

※
大
会
参
加
に
は
参
加
料
が
必

要
と
な
り
ま
す

■
申
し
込
み

　
開
催
日
当
日
に
会
場
に
て
受
付

■
そ
の
他

・
第
３
回
は
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

下
野
市
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
32
）８
９
２
０

　

2
月
12
日
に
、
石
橋
体
育
セ

ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
、
市
内

全
12
小
学
校
よ
り
26
チ
ー
ム
の

参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
末
に

市
内
全
小
学
校
へ
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
の
道
具
を
配
布
し
て

お
り
、
そ
れ
を
も
と
に
各
学
校

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
結

果
、
１
３
０
名
を
超
え
る
児
童

の
参
加
に
よ
る
盛
大
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

■
大
会
結
果

優
勝

　

7
ス
タ
ー
（
古
山
小
学
校
）

準
優
勝

　

た
い
ち
ょ
う
と
ゆ
か
い
な
仲

間
た
ち
（
国
分
寺
小
学
校
）

第
3
位

　

吉
田
東
小
２
（
吉
田
東
小
学

校
）

弓
道
教
室　

参
加
者
募
集

カ
ン
ピ
く
ん
カ
ッ
プ
市
内
小

学
校
交
流
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
サ

ン
デ
ー
を
開
催
し
ま
す

キンボールスポーツサンデー開催スケジュール
開催日 会　場

第１回 ４月23日 南河内体育センター

第２回 ５月14日 石橋体育センター

第３回 ６月４日 石橋体育センター

第４回 ７月２日 南河内体育センター

第５回 ８月６日 国分寺小学校体育館

第６回 ９月３日 市内３会場（市民体育祭のため）

第７回 11月26日 石橋小学校体育館

第８回 １月14日 薬師寺小学校体育館

第９回 ２月11日 石橋体育センター

第10回 ３月11日 石橋体育センター

体
育
協
会

　

弓
道
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当 

高
山

　

☎（
53
）５
１
３
６

第３位　吉田東小２ 準優勝　たいちょうとゆかいな仲間たち 優勝　７スター
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

★
下
野
市
委
託
事
業

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
親
子
体
操

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
12
〜
26
日
、
６

月
９
日
〜
７
月
７
日
（
毎
週
金

曜
日
全
８
回
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

■
場
所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

満
２
〜
３
歳（
５
月
１

日
現
在
）の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

※
託
児
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
参
加
者
以
外
は
入
場
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
妊
婦
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

　

１
組
１
，５
０
０
円

■
定
員　

20
組
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

４
月
28
日
㈮
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

４
月
19
日
㈬

　

午
前
７
時
56
分
ス
タ
ー
ト

■
場
所

　

真
名
子
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
費
用

・
プ
レ
ー
代　

５
，８
０
０
円

（
昼
食
、
ド
リ
ン
ク
、
パ
ー
テ
ィ

代
含
む
）

・
参
加
費　

２
，０
０
０
円

■
定
員　

１
２
０
名

■
対
象　

市
在
住
・
在
勤
者
及

び
そ
の
紹
介
者

■
締
切　

４
月
12
日
㈬

ゴ
ル
フ
教
室

■
日
時

◯
火
曜
ク
ラ
ス　

４
月
25
日
〜
５

月
16
日
、
５
月
30
日
〜
６
月
20
日

（
全
８
回
）
午
後
７
時
〜
９
時

◯
土
曜
ク
ラ
ス
４
月
29
日
〜
５

月
20
日
、６
月
３
日
〜
24
日（
全

８
回
）
午
前
の
部
10
時
〜
正
午

／
午
後
の
部
１
時
〜
３
時

■
場
所　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
Ｇ
Ｃ

■
費
用　

１
回
２
，０
０
０
円

■
定
員　

各
ク
ラ
ス
８
名

■
参
加
資
格　

ど
な
た
で
も
Ｏ

Ｋ

■
日
時

　

５
月
６
日
㈯
〜
６
月
３
日
㈮

（
毎
週
土
曜
日
、
全
５
回
）
午

後
７
時
〜
９
時　

予
備
日
あ
り

※
初
回
は
午
後
６
時
45
分
〜

■
会
場

　

国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

■
対
象

　

市
在
住
・
在
勤
・
在
学
（
高

校
生
以
上
）
の
方

※
初
心
者
・
中
級
者

■
参
加
費

　

４
，０
０
０
円
（
初
回
徴
収
）

■
申
し
込
み

　

４
月
21
日
㈮
〜
５
月
４
日
㈭

午
後
５
時
ま
で
に
、

①
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
、
国
分
寺

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
南
河
内

体
育
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
の
窓

口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

春
の
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

ニ
コ
ニ
コ
〜
マ
マ
と
一緒
〜
体

操
教
室（
前
期
）参
加
者
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内
窓
口

　

担
当 

川
村

　

☎（
52
）１
１
８
２（
月
・
水
・
金

曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

春
季
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

　

テ
ニ
ス
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当 
井
上

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

　

tennis_m
urao@

nifty.
comテ

ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://scta.b.la9.jp/

②
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
申
し
込

み
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
の
場

合
、
①
氏
名
②
性
別
③
住
所
ま

た
は
勤
務
先
④
連
絡
先
⑤
テ
ニ

ス
歴
を
本
文
に
記
載
し
て
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。（
不
備
の
場

合
は
受
付
不
可
。
受
付
完
了
の

返
信
を
確
認
く
だ
さ
い
。）

※
申
込
用
紙
は
、
各
受
付
窓
口

か
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
協
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

☎（
44
）４
４
３
３

NPO法人元気ワイワイ南河内　訂正のお知らせ
　3月号に掲載していた会員募集記事に下記のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

■問い合わせ先　NPO法人元気ワイワイ南河内　☎（48）５４０１

ページ 該当箇所 誤 正

22 卓球（硬式・ラージ）
毎週火・金曜日
午後7時30分～ 9時30分
第2・4日曜日
午後6時30分～ 8時30分

毎週土曜日
（祝日・第5を除く）
午後1時～ 3時
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親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
運
動
、

遊
び
、
工
作
、
子
ど
も
同
士
の

触
れ
合
い
な
ど
を
通
じ
て
自
主

性
が
芽
生
え
、
我
が
子
の
心
と

体
の
成
長
を
実
感
で
き
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
に
つ
い
て
保
護

者
同
士
の
情
報
交
換
や
講
師
の

養
育
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
人
気

の
一
つ
で
す
。

■
日
時　

５
月
８
日
〜
６
月
26

日
（
月
曜
日　

全
８
回
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場　

５
月
は
国
分
寺
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
、
６

月
以
降
は
国
分
寺
聖
武
館

■
対
象　

開
催
中
に
２
歳
に
な

る
幼
児
〜
未
就
園
児
20
組
程
度

■
参
加
費
（
８
回
分
）

　

会
員　
　

３
，６
０
０
円

　

会
員
外　

４
，０
０
０
円

※
幼
児
の
み
保
険
加
入

■
受
付
期
間　

４
月
19
日
㈬
か

ら
先
着
順
で
定
員
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。

■
そ
の
他　

希
望
者
に
は
託
児

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
で
き
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
と
言
わ

れ
る
大
切
な
幼
児
期
に
、
走
る
、

投
げ
る
、
跳
ぶ
、
バ
ラ
ン
ス
、

リ
ズ
ム
な
ど
体
を
動
か
す
こ
と

や
あ
い
さ
つ
、
片
付
け
、
仲
間

と
の
交
流
を
通
じ
て
就
学
時
の

集
団
活
動
の
基
礎
を
育
成
し
ま

す
。

■
日
時　

毎
月
３
回
火
曜
日

（
８
月
を
除
く
年
間
33
回
）
午

後
３
時
15
分
〜
４
時
30
分

■
対
象

　

３
歳
〜
未
就
学
児
20
組
程
度

※
応
募
が
12
組
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

■
会
場　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
体
育
館

※
体
育
館
改
修
期
間
は
聖
武
館

■
参
加
費　

月
謝
１
，８
０
０

円
／
組
（
２
人
目
は
１
，０
０
０

円
／
人
）

※
年
会
費
、保
険
加
入
費
が
必
要

■
申
し
込
み

　

受
付
は
随
時
行
い
ま
す
。

未
就
園
児
親
子
体
操
教
室

１
st
シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

就
園
児
親
子
体
操
教
室

（
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ル
ド
）

参
加
者
募
集

宮
城
県
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
の
交
流

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
ク
ラ
ブ
窓
口
で
申
込
書
に
参

加
費
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

担
当 

増
山

　

☎（
44
）０
８
４
９
（
火
・
水
・

金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
）

　

12
月
10
日
・
11
日
に
国
分
寺

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
６
年
が
経
ち
復
興
の

進
む
、
宮
城
県
女
川
町
の
「
女

川
フ
ィ
ー
バ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル

ス
」
の
選
手
の
皆
さ
ん
を
招
待

し
、「
天
平
カ
ッ
プ
下
野
国
分

寺
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
日
は
生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
で
食
事
会
を
行
い
、
市
歌

の
合
唱
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
り
、埼
玉
県
・

茨
城
県
の
チ
ー
ム
を
交
え
、
試

合
や
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
情
報

セ
ン
タ
ー
で
の
食
事
会
や
市
歌

の
合
唱
、
ダ
ン
ス
の
披
露
な
ど

を
通
し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
２
月
18
日
・
19
日
に

は
、国
分
寺
ミ
ニ
バ
ス
の
男
子
・

女
子
チ
ー
ム
、
そ
し
て
、
今
回

初
め
て
国
分
寺
中
学
校
女
子
バ

ス
ケ
部
２
年
生
が
女
川
町
を
訪

問
し
ま
し
た
。
小
学
生
は
、
市

ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
で
訪
問
し

た
宮
城
県
亘
理
町
の
チ
ー
ム
な

ど
と
試
合
を
し
ま
し
た
。
中
学

生
は
、
小
学
校
の
時
に
交
流
を

し
た
、
顔
な
じ
み
の
女
川
中
学

校
の
メ
ン
バ
ー
と
試
合
を
し
ま

し
た
。
昨
年
の
東
北
大
会
に
出

場
し
た
３
年
生
と
試
合
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
気
持
ち
の
強
さ

や
高
い
技
能
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

試
合
後
は
、
女
川
駅
に
隣
接

す
る
商
店
街
「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア

女
川
」
で
、
女
川
産
の
水
産
物

な
ど
の
買
い
物
を
し
ま
し
た
。

賑
わ
い
の
戻
っ
て
き
た
街
の
様

子
を
見
て
安
心
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
応
援
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今回は中学生も一緒に交流をしました 女川公民館にて
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利用案内
■4月の図書館カレンダー
	 ■石橋図書館	☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23
30 24 25 26 27 28 29

	 ■国分寺図書館	☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23
30 24 25 26 27 28 29

	 ■南河内図書館	☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23
30 24 25 26 27 28 29

■開館時間
　午前９時～午後７時
■図書館ホームページ
　（蔵書検索・予約システム）
　http://www.library.
	 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
	 com/shimotsuke/mb/

ＱＲコード

　　　石橋図書館　　　
■おはなし会
４月１日㈯･15日㈯　午前10時30分～
■工作会「とびだすカードづくり」
４月９日㈰　午後２時～
定員：先着15名
■読書会　
４月12日㈬　午前10時～
テキスト／遠藤 周作 著「最後の花時計」
■ちいさなおはなし会　
４月17日㈪　午前10時30分～
■新聞コラム書き写しの会
４月24日㈪　午前10時～ 11時30分
持ち物：筆記用具

　　　国分寺図書館　　　
■新聞コラム書き写しの会（第１・３金曜）
４月７日㈮・21日㈮　午前９時～
持ち物：筆記用具　　※見学可
■お話ポケットの会のおはなし会
４月８日㈯　午後２時～
絵本「ふうとはなとうし」
エプロンシアター　ほか
■読書会　
４月15日㈯　午前10時～
テキスト／小川 洋子 著「ミーナの行進」
■手作りしおりコンテスト
応募期間：４月５日㈬～19日㈬
投票期間：４月25日㈫～５月14日㈰
表 彰 式：５月28日㈰
優秀者にはプレゼントがあります！

　　　南河内図書館　　　
■読書会
４月８日㈯　午前10時～
テキスト／外山 滋比古 著「新聞大学」
■赤ちゃんといっしょ｢手遊び・わらべ歌｣
４月20日㈭　午前10時30分～
講師：城鳥 律子 先生 
対象：０歳児（生後２か月～）と保護者
定員：15組（※要申し込み）／参加無料
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
４月８日㈯ 　午前10時30分～
絵本「たろうのひっこし」
４月22日㈯ 　午後２時～
絵本「よもぎだんご」

　　　全館合同企画のお知らせ　　　
■読書ラリー
期間：４月15日㈯～ ５月14日㈰
貸出１冊につきスタンプ１個、25個でプ
レゼントがもらえる！※中学生以下対象
■子ども司書体験講座
募集期間：４月15日㈯～ ５月７日㈰
対象：市内在住の小学４年～６年生
定員：18名
各図書館にあるチラシに付いた申込書に
必要事項を記入の上、お申し込みくださ
い。応募者多数の場合は抽選になります。
■子どもまつり
日程：４月22日㈯・23日㈰の２日間
＜石橋図書館の主な内容＞
両日：スライム作り
22日：カピバラさんロボットと遊ぼう
23日：紙飛行機コンテスト
＜国分寺図書館の主な内容＞
両日：ペッパーがやってくる！
22日：絵本かるた大会
23日：小山高専のロボうさたん体験
＜南河内図書館の主な内容＞
両日：ヨーヨーつり
22日：県政出前講座
｢とちぎの百様について｣
23日：クイズ＆カンピくんとふれあおう
※詳細や申し込みについては、各館に直
接お問い合わせください

図書館購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
捨てきらなくてもいいじゃない？（南）

　　…岸本 葉子
　モノを持ちつつ、モノに振り回されな
い暮らし方、ゆとりある心の持ち方とは。
新しい生活スタイルを提案する。
本を読む（南） …安野 光雅
過去をもつ人（石） …荒川 洋治
終わりなき夜に生れつく（石） …恩田　陸
物件探偵（国） …乾 くるみ
石塔調べのコツとツボ（国） …藤澤 典彦
＜児童書＞
おいしいふくやさん（南） …のし さやか
まねまねおおかみ（南） …みやにし たつや
がっこうだってどきどきしてる（石・国）

…アダム・レックス
ぼくらのエコー（石） …荒井 良二
ふたりのユースケ（国） …三田村 信行
白い花びら（国） …やえがし なおこ
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書
館どこでも貸出（貸出中は予約）が可能です

図書館講座や催しものについては、図書
館ホームページでもご案内しています。
くわしくは各図書館におたずねください。

図書館インフォメーションLibrary Inform
ation
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◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（石）＝石橋　（国）＝国分寺　（南）＝南河内】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399 ／南河内図書館 ☎（48）2395

読書人

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

〈一般書〉貸出ベスト 10
１．「火 花」 又吉　直樹 著
２．「羊と鋼の森」 宮下　奈都 著
３．「人魚の眠る家」 東野　圭吾 著
４．「ラプラスの魔女」 東野　圭吾 著
５．「海の見える理髪店」 荻原　 浩 著
６．「リバース」 湊　かなえ 著
７．「天才」 石原慎太郎 著
８．「ユートピア」 湊　かなえ 著
９．「ツバキ文具店」 小川　 糸 著
10．「アンと青春」 坂木　 司  著

〈児童書〉貸出ベスト 10
１．「かいけつゾロリきょうふのようか

いえんそく」 原  ゆたか 作
２．「極寒のサバイバル」 洪   在徹 文
３．「かいけつゾロリのようかい大うん

どうかい」 原  ゆたか 作
４．「自然史ミュージアムのサバイバル 2」

 ゴムドリ co. 文
５．「自然史ミュージアムのサバイバル 1」

 ゴムドリ co. 文
６．「きえた !? かいけつゾロリ」
 原  ゆたか 作
７．「どんぐりむらのどんぐりえん」
 なかや みわ 作
８．「かいけつゾロリのてんごくとじごく」

 原  ゆたか 作
９．「かいけつゾロリのきょうふのプレ

ゼント」 原  ゆたか 作
10．「ロボット世界のサバイバル 1」
 金   政郁 文

【一般書９位】

ツバキ文具店

小川　糸 著
幻冬舎

【児童書４位】

自然史ミュー
ジアムのサバ
イバル２

ゴムドリco 文
朝日新聞出版

【一般書 10 位】

アンと青春

坂木　司 著
光文社

【児童書７位】

どんぐりむら
のどんぐりえ
ん

なかや みわ さく
学研教育出版

亡き祖母から文具店と代書屋を引き
継いだ鳩子の元には、和食店のお品
書きから絶縁状まで様々な依頼がく
る。鎌倉を舞台にした心温まる物語。
 （石・国・南）

友だちと自然史博物館に行き、誤っ
ていん石を落としたら、展示してあ
る恐竜や原始人が生き返ってしまっ
た！果たして無事に脱出できるのか。
 （石・南）

前作「和菓子のアン」から６年。
デパ地下の和菓子屋で働く杏子（通
称アンちゃん）が、デパートのふし
ぎな出来事の真相を解き明かす日常
ミステリー。 （石・国・南）

もうすぐ年に一度のお店屋さん祭り
があるので、とてもはりきる子ども
たち。のびのび育つ子どもたちの、
楽しい園生活のおはなし。
 （石・国・南）

芥川賞受賞から２年。図書館で
は予約待ちがやっと落ち着いて
きました。新作も発表されまし
たが、本作未読の方はぜひ図書
館へ！ （石・国・南）

ようかいの子どもたちを遠足に
つれていくことになったゾロリ。
目的地のドラキュラ城に無事に
たどり着けるかな？
 （石・国・南）

火 花
又吉 直樹 著

文藝春秋

かいけつゾロリ
きょうふのようかい

えんそく
原　ゆたか さく・え

ポプラ社

今月のテーマ

平成28年度 下野市貸出ベスト！

平成28年度に下野市立図書館で最も
多く借りられた本は「火花」でした。な
んと２年連続です。その他の作品はミ
ステリーが人気でした。児童書は「サバ
イバルシリーズ」と「かいけつゾロリ
シリーズ」が大人気でした。

上半期ベスト（昨年10月号掲載）と
重複した作品も多いため、１位以外
は順位に関係なくご紹介しています。

一
般
書
ベ
ス
ト
１

児
童
書
ベ
ス
ト
１



今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（32）
８
８
８
６
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名・住
所・電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）お
よ
び
写
真
デ
ー
タ（
４
０
０
キ
ロ
バ
イ
ト
以
上
が
望
ま
し
い
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ

さ
い
。申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。掲
載
可
否
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

月 火 水 木 金 土 日
4/1 2

シングルステニス大会
（3.21）

3 4 5 6 7 8 9
パソコン相談
窓口（3.18）

10 11 12 13 14 15 16
司法書士無
料法律相談
（4.48）

花まつり「松村
和子」歌謡ショ
ー（4,10）

花まつり「宇宙戦隊キュ
ウレンジャーショー」
（4.10）

ボランティア説明会
（4.46）
花まつり「とちおとめ25
ショー」（4.10）

17 18 19 20 21 22 23
託児ボランテ
ィア講座
（3.18）

市民ゴルフ大
会（4.32）

育児相談・母乳
相談（4.18）
認知症カフェ
（4.22）

花まつり「しも
つけお笑いラ
イブ」（4.10）

観光大使就任記念イベ
ント（4.10）

24 25 26 27 28 29 30
介護教室
（4.22）

行政書士無料
相談（4.48）
哲学の日
（4.51）

認知症介護者
交流会（4.22）

5/1 2 3 4 5 6 7
パソコン相談
（4.26）

8 9 10 11 12 13 14
よい歯のコン
クール（4.16）
こころの健康
相談（4.17）

司法書士無料
相談（4.48）
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一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

誕生日のみんな！
おめでとう

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

文化財課が新設されます…P37

運転免許自主返納支援…P40

優良運転者表彰希望者を受付…P40

緊急速報メール…P42

自治医大軽音楽部演奏会…P46

ゆりは

ようちゃま

ゆうなちゃん

こずえちゃん

土日開庁（3.33）
●� ●

狂犬病予防注射（3.28）
●� ●

グリムの森大音楽祭
（4.37）
●� ●

グリムの森
GWイベント
（4.37）
●� ●



相
　
　
談

就
　
　
職

募
　
　
集

イ
ベ
ン
ト

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
劇
場

　
「
ペ
ッ
ト
」

■
日
時　

５
月
５
日（
金
・
祝
）

　

午
前
10
時
～

■
場
所　

グ
リ
ム
の
館

■
入
場
券　

1
0
0
円

■
そ
の
他　

４
月
２
日
か
ら
整
理

券
を
販
売
し
ま
す
。
券
は
３
歳
以

上
の
座
席
を
使
用
す
る
１
人
に
１

枚
必
要
で
す
。
券
は
、
１
人
４
枚

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

○
第
５
回
名
作
映
画
祭

「
白
雪
姫
と
鏡
の
女
王
」

　

グ
リ
ム
童
話「
白
雪
姫
」を
コ
ミ

カ
ル
に
描
い
た
大
人
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
・
コ
メ
デ
ィ
。

■
日
時　

５
月
５
日（
金
・
祝
）

　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

グ
リ
ム
の
館

■
入
場
券　

1
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
（
前
売
）

■
そ
の
他　

４
月
２
日
か
ら
整
理

券
を
販
売
し
ま
す
。
券
は
３
歳
以

上
の
座
席
を
使
用
す
る
１
人
に
１

枚
必
要
で
す
。
券
は
、
１
人
４
枚

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

○
ア
ル
パ
カ
も
こ
も
こ
フ
ァ
ー
ム

　

ア
ル
パ
カ
や
う
さ
ぎ
た
ち
が
や

っ
て
き
ま
す
！

■
日
時　

５
月
６
日
㈯

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
所　

グ
リ
ム
の
森

■
運
営　

ダ
チ
ョ
ウ
王
国
石
岡
フ

ァ
ー
ム

■
そ
の
他　

小
雨
決
行

○
グ
リ
ム
の
森
で
さ
が
そ
う
、
あ

そ
ぼ
う
、
た
の
し
も
う

■
日
時　

５
月
６
日
㈯

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
所　

グ
リ
ム
の
森

■
協
力　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■
そ
の
他　

小
雨
決
行

○
グ
レ
ゴ
の
音
楽
一
座

　

背
高
ノ
ッ
ポ
の
吟
遊
詩
人
・
グ

レ
ゴ
と
人
形
た
ち
の
不
思
議
な
夢

の
世
界

■
日
時　

５
月
６
日
㈯

①
午
前
11
時
30
分

②
午
後
１
時

■
場
所　

グ
リ
ム
の
森

○
人
形
劇「
ル
ド
ル
フ
と
イ
ッ
パ

イ
ア
ッ
テ
ナ
」

　

ト
ラ
ッ
ク
で
遠
い
町
に
運
ば
れ

た
黒
猫
ル
ド
ル
フ
の
冒
険
物
語
。

■
日
時　

５
月
７
日
㈰

　

午
後
２
時

■
場
所　

グ
リ
ム
の
館

■
出
演　

人
形
劇
団
ポ
ポ
ロ

■
入
場
券　

1
0
0
円

■
そ
の
他　

４
月
２
日
か
ら
整
理

券
を
販
売
し
ま
す
。
券
は
３
歳
以

上
の
座
席
を
使
用
す
る
１
人
に
１

枚
必
要
で
す
。
券
は
、
１
人
４
枚

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）1
1
8
0

グ
リ
ム
の
森
大
音
楽
祭

2
0
1
7

4/29・30
　

一
日
ず
っ
と
音
楽
に
浸
れ
る
森

の
音
楽
祭
。
コ
ー
ラ
ス
か
ら
フ
ォ

ー
ク
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
や

ハ
ワ
イ
ア
ン
ま
で
、
両
日
10
団
体

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

　

グ
リ
ム
の
森
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同

時
開
催
し
ま
す
。

■
日
程

　

４
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰

■
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時（
屋
外
ス
テ
ー
ジ
）

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

（
グ
リ
ム
の
館
喫
茶
室
C
a
f
e 

P
a
u
s
e
内
）

■
場
所　

グ
リ
ム
の
森

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）1
1
8
0

お
知
ら
せ

書
の
寄
付
を

受
け
ま
し
た

　

市
内
在
住
の
栃
木
県
書
道
連
盟

副
会
長
大
浦
舟
人
様
か
ら
、書「
師

古
遊
心
」、「
学
曹
全
碑
」を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
市
の
芸
術
・
文

化
の
隆
盛
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
委
嘱
の

お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
付
で
、
野
澤
洋
子
氏
、

手
塚
英
男
氏
、
毛
塚
静
雄
氏
の
３

名
が
、
行
政
相
談
委
員
と
し
て
総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
住
民
の
皆

様
か
ら
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
・
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
て
苦

情
の
解
決
を
促
進
し
、
行
政
運
営

の
改
善
を
進
め
る
こ
と
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

定
例
的
に
相
談
所
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
巻
末
心
配
ご
と
相
談
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）8
8
8
7

　

４
月
よ
り
、
現
在
の「
生
涯
学

習
文
化
課
」か
ら
文
化
財
の
保
護
・

活
用
、
歴
史
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
特
化
し
た

専
門
的
業
務
を
行
う
組
織
と
し
て

「
文
化
財
課
」が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
推
進
グ
ル
ー

プ
と
文
化
振
興
グ
ル
ー
プ
か
ら
な

る「
生
涯
学
習
文
化
課
」は
、
今
後

も
市
民
一
人
一
人
の
自
己
実
現
や

文
化
活
動
の
促
進
を
目
指
し
た
業

務
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
財
課

　

☎（
32
）6
1
0
5

　

総
務
人
事
課

　

☎（
32
）8
8
8
8

グ
リ
ム
の
森

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト

5/5~7

『
文
化
財
課
』が

新
設
さ
れ
ま
し
た
！
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募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

地
籍
調
査
小
金
井
Ⅳ
地
区
の

法
務
局
登
記
が
完
了
し
ま
し
た

　

地
籍
調
査
事
業
に
お
い
て
、
平

成
26
年
度
か
ら
27
年
度
に
実
施
し

た
次
の
調
査
区
域
に
つ
い
て
、
法

務
局
の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
該
土
地
所
有
者
様
に

は
、
そ
の
旨
通
知
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
登
記
簿
や
公
図
は
、
宇

都
宮
地
方
法
務
局
小
山
出
張
所
で

入
手
で
き
ま
す
。

■
登
記
完
了
区
域

　

小
金
井
Ⅳ
地
区

（
笹
原
及
び
小
金
井
の
各
一
部
）

■
登
記
完
了
年
月
日

　

平
成
28
年
12
月
26
日

■
総
筆
数

　

6
9
7
筆

■
総
面
積

　

0
・
31
㎢

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

☎（
32
）8
9
0
8

保
育
士
就
業
奨
励
交
付

金
制
度
の
ご
案
内

　

保
育
士
等
を
目
指
し
て
い
る
学

生
で
、
卒
業
後
市
内
の
教
育
・
保

育
施
設
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

保
育
士
等
の
養
成
施
設
の
在
学

者
で
、
卒
業
後
に
保
育
士
・
保
育

教
諭
と
し
て
奨
励
金
の
交
付
期
間

に
相
当
す
る
期
間
以
上
、
市
内
の

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
に
就

業
す
る
こ
と
が
確
実
な
方

■
交
付
額

　

自
宅
通
学
者　
　

月
額
３
万
円

　

自
宅
外
通
学
者　

月
額
５
万
円

■
交
付
期
間

　

申
請
後
に
交
付
決
定
さ
れ
た
月

か
ら
、
正
規
の
就
学
期
間
を
修
了

す
る
月
ま
で

■
募
集
期
間
及
び
募
集
人
数

　

５
月
12
日
㈮　

午
後
5
時
ま
で

　

５
名
程
度

■
奨
励
金
の
返
還

　

卒
業
し
た
翌
年
度
よ
り
、
市
内

の
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
に
就

業
し
な
か
っ
た
場
合
は
全
額
、
実

際
に
勤
務
し
た
期
間
が
交
付
期
間

に
満
た
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
は

一
日
の
就
業
時
間
が
７
・
75
時
間

に
満
た
な
か
っ
た
場
合
は
一
部
を

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
3

国
分
寺
町
商
店
連
合
協

同
組
合
商
品
券
の
払
い

戻
し
期
限
は
５
月
１
日

で
す

　

下
野
市
商
工
会
本
所
に
お
い
て
、

「
国
分
寺
町
商
店
連
合
協
同
組
合

商
品
券
」の
未
使
用
券
を
払
い
戻

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
払
い
戻
し
申
出
期
限

　

５
月
１
日
㈪
ま
で

　

こ
の
期
間
内
に
申
し
出
を
さ
れ

な
い
場
合
は
、
本
払
い
戻
し
手
続

き
か
ら
除
斥（
除
外
）さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
し
出
・
払
い
戻
し
の
方
法

　

下
野
市
商
工
会（
本
所
）受
付
に

備
え
て
あ
る「
払
戻
し
申
込
書
」に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、「
国

分
寺
町
商
店
連
合
協
同
組
合
商
品

券
」と
と
も
に
提
出
く
だ
さ
い
。

当
日
現
金
で
払
い
戻
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
商
工
会（
本
所
）

　

☎（
44
）0
2
0
2

広告 広告
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

親
子
教
室

参
加
者
募
集
！

　

児
童
館
で
は
年
間
を
通
し
て
親

子
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
リ
ズ
ム
あ
そ
び
、
製
作
、

季
節
の
行
事
な
ど
親
子
が
楽
し
く

ふ
れ
あ
え
る
遊
び
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
園
へ
の
入
園
前

の
ひ
と
と
き
を
少
し
で
も
お
手
伝

い
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
親
子

で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
一
緒
に
子

育
て
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

○
こ
ど
も
の
広
場
い
し
ば
し

・
な
か
よ
し
教
室

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
２
歳
～

３
歳
児
の
親
子

■
開
催
日　

第
２
・
第
４
火
曜
日

（
４
月
25
日
～
）

■
開
催
時
間

　

午
前
10
時
～
11
時

■
定
員　

12
組

■
募
集
開
始　

４
月
４
日
㈫
～

・
ふ
れ
あ
い
教
室

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
１
歳
５

か
月
～
２
歳
ま
で
の
親
子

■
開
催
日　

第
１
・
第
３
火
曜
日

（
４
月
18
日
～
）

■
開
催
時
間

　

午
前
10
時
～
11
時

■
定
員　

12
組

■
募
集
開
始　

４
月
４
日
㈫
～

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
の
広
場
い
し
ば
し

　

☎（
52
）１
１
２
９

○
国
分
寺
駅
西
児
童
館

・
バ
ン
ビ
教
室

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
１
歳
６

か
月
～
３
歳
の
親
子

■
開
催
日　

第
２
・
第
４
火
曜
日

（
４
月
11
日
～
）

■
開
催
時
間

　

午
前
10
時
～
11
時

　

申
込
不
要
。
参
加
自
由

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
駅
西
児
童
館

　

☎（
44
）０
７
８
６

○
国
分
寺
東
児
童
館

・
ひ
よ
こ
教
室

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
１
歳
６

か
月
～
３
歳
の
親
子

■
開
催
日　

毎
週
火
曜
日（
４
月

11
日
～
）

■
開
催
時
間

　

午
前
10
時
～
11
時

　

申
込
不
要
。
参
加
自
由

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
東
児
童
館

　

☎（
44
）２
６
０
４

○
南
河
内
児
童
館

・
の
び
の
び
ひ
ろ
ば

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
０
歳
～

３
歳
の
親
子

■
開
催
日

　

毎
週
水
曜
日（
4
月
12
日
～
）

■
開
催
時
間

　

午
前
10
時
30
分
～

　

申
込
不
要
。
参
加
自
由

■
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
児
童
館

　

☎（
44
）8
4
2
0

子
育
て
出
前
サ
ロ
ン

「
ほ
ほ
え
み
」を

開
催
し
ま
す

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
児
童
館
と
共
催
で
地
域
の
児

童
館
に
出
向
い
て
の「
子
育
て
出

前
サ
ロ
ン
」を
計
画
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
の
相
談

に
応
じ
た
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
し
た
り
、
親
子
に
遊
び
の
支

援
を
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
や
育

児
情
報
の
交
換
が
で
き
ま
す
。

　

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

開
催
当
日
に
、
児
童
館
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

未
就
学
時
と
そ
の
保
護
者

■
開
催
時
間

　

午
前
10
時
～
11
時

■
開
催
日
・
場
所

◯
国
分
寺
東
児
童
館（
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し
）

　

5
月
19
日
㈮
、
7
月
14
日
㈮
、

10
月
20
日
㈮
、
平
成
30
年
1
月
19

日
㈮

◯
南
河
内
児
童
館（
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
み
る
く
）

　

4
月
21
日
㈮
、
9
月
8
日
㈮
、

平
成
30
年
2
月
16
日
㈮

◯
国
分
寺
駅
西
児
童
館（
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご
）

　

6
月
16
日
㈮
、
9
月
15
日
㈮
、

12
月
15
日
㈮
、
平
成
30
年
3
月
16

日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か

ご　

☎（
48
）５
５
３
０

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

　

☎（
39
）６
３
０
５

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

　

☎（
43
）１
２
３
３

・
南
河
内
児
童
館

　

☎（
44
）８
４
２
０

・
国
分
寺
駅
西
児
童
館

　

☎（
44
）０
７
８
６

・
国
分
寺
東
児
童
館

　

☎（
44
）２
６
０
４

広告
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募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
す
べ
て
の
運
転
免
許

を
自
主
的
に
返
納
し
た
65
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

回
数
券
を
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
た
に
４
月
１
日
か
ら
次
の
支
援

の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
支
援
内
容

①
デ
マ
ン
ド
バ
ス「
お
で
か
け
号
」

回
数
券
２
冊

②
ゆ
う
ゆ
う
館
入
浴
券
３
冊

③
ふ
れ
あ
い
館
入
浴
券
３
冊

④
き
ら
ら
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
定
期
券
３
カ
月

※
き
ら
ら
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前
に
講

習
会
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
へ
ご

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
道
の
駅「
し
も
つ
け
」商
品
券

1
，0
0
0
円
×
６
枚

（
有
効
期
限
３
か
月
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
者
、
運
転

免
許
証
返
納
時
満
65
歳
以
上
の
方

※
法
令
違
反
や
事
故
に
よ
り
免
許

の
取
消
を
受
け
た
方
、
税
金
等
の

滞
納
の
あ
る
方
は
支
援
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取

消
通
知
書
」も
し
く
は「
運
転
経
歴

証
明
書
」

※「
運
転
経
歴
証
明
書
」の
申
請
に

は
交
付
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

■
手
続
き
の
流
れ

①
警
察
署
に
有
効
期
限
内
の
す
べ

て
の
運
転
免
許
を
自
主
的
に
返
納

す
る

②
安
全
安
心
課
に
て
申
請
を
す
る

③
審
査
後
、
支
援
交
付
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
32
）8
8
9
4

　

優
良
運
転
者
の
定
期
表
彰
を
行

い
ま
す
の
で
、
次
の
基
準
を
満
た

し
、
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方
は
安

全
安
心
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
条
件

・
下
表
の
免
許
取
得
期
間
内
に
自

動
車（
原
付
・
小
特
・
二
輪
免
許

を
含
む
）の
運
転
免
許
を
取
得
し

た
方

・
過
去
５
年
以
内（
平
成
24
年
４

月
１
日
以
降
）に
自
己
の
責
任
に

よ
る
交
通
事
故
歴
が
な
く
、
か
つ

交
通
関
係
法
令
違
反
点
数
の
合
計

が
３
点
以
内
で
あ
る
こ
と

・
過
去
に
交
通
安
全
功
労
者
ま
た

は
優
良
運
転
者
と
し
て
緑
十
字
銅

章
以
上
の
表
彰
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

・
市
民

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
運
転
免
許
証

・
運
転
記
録
証
明
書
交
付
代

6
3
0
円（
つ
り
銭
の
な
い
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。）

※
証
明
書
交
付
代
は
、
返
却
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

表
彰
該
当
者
に
つ
き
ま
し
て
は

11
月
頃
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

４
月
21（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
32
）8
8
9
4

水
道
に
関
す
る

お
知
ら
せ

水
道
の
閉
栓
・
開
栓
等
は
事
前
の

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　

引
っ
越
し
等
に
よ
る
閉
栓
・
開

栓
の
お
申
し
込
み
は
、
土
・
日
・

祝
日
等
の
閉
庁
日
を
除
く
３
日
前

ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
上

下
水
道
開
始
・
中
止
届
）ま
た
は

水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
死
亡
や
転
居
な
ど
に
よ

り
使
用
者
や
所
有
者
の
名
義
が
変

更
に
な
る
場
合
は
、
水
道
課
に
、

変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

上
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

○
足
利
銀
行
全
店

○
栃
木
銀
行
全
店

○
足
利
小
山
信
用
金
庫
全
店

○
宇
都
宮
農
業
協
同
組
合
全
店

○
小
山
農
業
協
同
組
合
全
店

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
関
東
各
都
県
・

山
梨
県
）（
窓
口
納
付
の
場
合
は
、

納
付
期
限
内
に
限
り
ま
す
）

○
み
ず
ほ
銀
行
全
店

○
三
井
住
友
銀
行
全
店（
窓
口
納

付
の
場
合
は
、
別
途
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
）

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課　

☎（
32
）8
9
1
1

優
良
運
転
者
表
彰
希

望
者
を
受
け
付
け
て

い
ま
す

運
転
免
許
証
自
主
返

納
支
援
内
容
を
拡
充

い
た
し
ま
す

Shimotsuke
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■表彰区分・対象者
表彰区分 免　許　取　得　期　間（以下の期間に取得した方）

栃木県警察本部長・
栃木県交通安全協会長表彰

20年表彰 平成８年４月1日から平成９年３月31日まで
30年表彰 昭和61年４月1日から昭和62年３月31日まで
40年表彰 昭和52年３月31日以前の方

下野警察署長・
下野地区交通安全協会長表彰

５年表彰 平成23年４月1日から平成24年３月31日まで
10年表彰 平成18年４月1日から平成19年３月31日まで
15年表彰 平成13年４月1日から平成14年３月31日まで

※普通・二輪・原付・小特など現在お持ちの免許でもっとも古いものの取得日が起点になります。
　運転期間が表彰区分に該当していれば表彰の対象になります。

○
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
申

請
手
数
料
支
援

　

運
転
経
歴
交
付
時
に
か
か
る

手
数
料
を
、
道
の
駅「
し
も
つ

け
」商
品
券
1
，0
0
0
円
分
で

支
援
し
ま
す
。

※
支
援
申
請
に
は
運
転
経
歴
証

明
書
が
必
要
で
す
。
申
請
期
限

は
交
付
日
か
ら
１
年
以
内
で
す
。

※
運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示
す

る
こ
と
で
タ
ク
シ
ー
料
金
な
ど

割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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市
で
は
、
３
歳
未
満
の
在
宅
乳

幼
児
を
養
育
す
る
保
護
者
の
方
が
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
冠
婚
葬
祭
、
通

院
等
の
た
め
に
、
お
子
様
を
一
時

的
に
預
け
た
い
と
き
に
保
育
施
設

を
利
用
で
き
る「
育
児
マ
マ
・
パ

パ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用
券
」を
無

料
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

保
育
園
等（
認
可
外
保
育
施
設

や
児
童
福
祉
施
設
を
含
む
）に
入

所
し
て
い
な
い
、
生
後
３
か
月
～

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て

い
る
同
居
の
保
護
者
。

■
注
意
事
項

・
申
請
は
、
お
子
様
１
人
に
つ
き

１
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

・
初
め
て
利
用
す
る
場
合
、
前
回

の
利
用
か
ら
期
間
が
空
い
た
場
合

や
別
の
保
育
施
設
を
利
用
す
る
場

合
に
は
、
希
望
す
る
保
育
施
設
で

事
前
に
面
接
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
利
用
は
１
回
に
つ
き
最
大
４
時

間
と
な
り
ま
す
。

・
当
日
、
お
子
様
に
下
痢
や
発
疹

等
が
あ
り
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

場
合
に
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
利
用
券
の
再
発
行
は
で
き
ま
せ

ん
。

・
利
用
施
設
に
よ
り
、
お
や
つ
や

ミ
ル
ク
等
の
料
金
が
別
途
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
各

保
育
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

・
利
用
券
の
発
行
後
に
保
育
園
等

に
入
所
さ
れ
た
場
合
、
入
所
中
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
場
所

　

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
こ
ど
も

福
祉
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
3

３
月
～
５
月
は
県
内
一

斉
地
方
税
滞
納
整
理
強

化
月
間
で
す

～
県
内
一
斉
に
滞
納
整
理
の
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
！
～

『
税
金
は
自
分
に
は
関
係
な
い
？
』

　

税
金
を
滞
納
し
て
い
る
方
の
な

か
に
は「
税
金
な
ん
て
自
分
に
は

関
係
な
い
か
ら
納
め
た
く
な
い
」

と
言
う
方
が
い
ま
す
。

　

市
は
、
市
民
の
皆
様
が
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、

個
人
で
は
で
き
な
い
様
々
な
仕
事
、

例
え
ば
、
道
路
の
新
設
や
補
修
、

ご
み
の
収
集
・
処
理
、
教
育
、
社

会
保
障
、
防
犯
・
防
災
な
ど
の
皆

様
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
仕
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

税
金
は
、
こ
れ
ら
の
仕
事
に
必

要
な
費
用（
財
源
）と
し
て
皆
様
に

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
こ
れ
ら
の
費
用
が
不
足

す
れ
ば
皆
様
の
生
活
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら「
と
て
も
関
係

が
深
い
も
の
」と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

『
納
税
が
困
難
な
と
き
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
』

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
納

期
内
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
納
期
限
を
延
長（
猶
予
）

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
納
税
者
の
財
産
が
災
害
や
盗
難

に
あ
っ
た
と
き

・
納
税
者
や
家
族
が
疾
病
、
負
傷

し
た
と
き

・
事
業
を
廃
止
、
休
止
し
た
と
き

・
事
業
に
よ
り
著
し
い
損
失
を
受

け
た
と
き

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎（
32
）8
8
9
3
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〇育児ママ・パパリフレッシュ利用券が利用できる施設
施設名 所在地 電話番号

あおば保育園 薬師寺1584－6 （48）5530

むつみ愛泉こども園 柴769－25 （32）6733

第二愛泉幼稚園 柴1403－12 （40）1155

わかば保育園 下古山3025－1 （39）6305

第二薬師寺幼稚園 祇園4－6－3 （44）9988

愛泉幼稚園 小金井4－12－8 （44）7783

〇出生年月日別の利用券発行枚数
出生年月日 利用券発行枚数

平成27年４月１日以降の出生 36時間分

平成27年３月31日以前の出生 24時間分

育
児
マ
マ
・
パ
パ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用
券
の
ご
案
内

〜
在
宅
で
の
育
児
を
支
援
し
ま
す
！
〜

税
金
は
、
み
ん
な
の
生

活
を
支
え
る
費
用
で
す

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
！
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国
土
交
通
省
が
管
理
す
る
鬼
怒

川
に
お
い
て
、
流
域
住
民
の
主
体

的
な
避
難
を
促
進
す
る
た
め
、
携

帯
電
話
事
業
者
が
提
供
す
る
緊
急

速
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
洪
水
情

報
の
配
信
を
開
始
し
ま
す
。

■
開
始
日

　

５
月
１
日
㈪

■
配
信
エ
リ
ア

　

鬼
怒
川
流
域
の
自
治
体

■
対
象
者

　

配
信
エ
リ
ア
内
の
携
帯
電
話

■
留
意
事
項

・
携
帯
電
話
基
地
局
の
関
係
に
よ

り
、
配
信
エ
リ
ア
近
郊
の
方
に
も

届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
ご
利
用
の
機
種
に
よ
り
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
信
す
る

た
め
に
、
受
信
設
定
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
、
各
携
帯
電
話
会
社
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
館
河
川
事
務
所　

調
査
課

　

☎
0
2
9
6（
25
）2
1
7
1

　

安
全
安
心
課

　

☎（
32
）8
8
9
4

庁
舎
駐
車
場
に
つ
い
て

　

市
役
所
は
J
R
自
治
医
大
駅
に

近
い
立
地
の
た
め
、
庁
舎
駐
車
場

の
有
効
活
用
と
無
断
駐
車
防
止
を

図
る
目
的
で
、
駐
車
場
敷
地
を
民

間
業
者
に
貸
出
し
有
料
駐
車
場
と

し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
30
分
の
間
に
入
庫
さ
れ
た

場
合
は
30
分
間
無
料
と
な
り
ま
す

が
、
入
庫
し
て
30
分
を
超
え
た
場

合
や
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
に
入
庫

さ
れ
た
場
合
は
、
駐
車
料
金
を
無

料
に
す
る
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
帰
り
の
際
に
担
当

し
た
職
員
に
駐
車
券
を
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
役
所
に
用
事
が
な
い

方
や
営
業
等
で
市
役
所
に
い
ら
し

た
方
は
料
金
が
発
生
し
ま
す
の
で

ご
承
知
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
や
休
日
は
有
料
駐

車
場
と
し
て
終
日
最
大
4
0
0
円

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

電
車
で
お
出
か
け
の
際
等
は
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課

　

☎（
32
）8
8
8
8

　これまでも、利用者の皆様にご愛好いただいて
おりましたトレーニング事業の内容に変更はあり
ません。
　トレーニング機器を増設したトレーニングルー
ムと、スタジオとしても利用できる多目的室と会
議室、シャワー室を備えております。
　また、きらら館の管理運営も指定管理者（ＡＬ
ＳＯＫ北関東綜合警備保障・ビッグツリー共同事
業体）が行い、利用者の皆様の利便性の向上に努
めてまいります。
　メディカルトレーニングで健康を維持しましょ
う。
■問い合わせ先
　きらら館
　☎（52）3711

　こばと園は、未就学児で発達に心配のあるお子
様への療育を通じて、発達を支援していく施設です。
　「相談支援事業所こばと」も併設し、保護者の方
に寄り添いながら相談支援を実施しています。
　お子様のことについて、うまくコミュニケーシ
ョンがとれない、落ち着きがないなど、ご心配の
ある方は、こばと園までご連絡ください。
■問い合わせ先
　こばと園
　☎（44）6783

緊
急
速
報
メ
ー
ル
に

よ
る
洪
水
情
報
の
配

信
に
つ
い
て

Shimotsuke
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４月１日からきらら館がリニューアル！

健康維持メディカルトレーニン
グ施設オープン

こども発達支援センターこばと
園がきらら館に移転しました



イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

臨時福祉給付金（経済対策分）
申請受付を開始します(4/10から)

平成26年4月に実施した消費税率引上げによる影響を緩和するため、所得の少ない方に対し、
制度的な対応を行うまでの間の、暫定的・臨時的な措置として実施するものです。

この臨時福祉給付金は、基準日（平成28年1月1日）時点で下野市に住民登録された方（外国人を
含む）で、住民税（市県民税）非課税者および、平成28年度臨時福祉給付金の対象者です。

ただし、課税者の扶養親族になっている場合や生活保護受給者である場合は対象となりません。
基準日に市内に住民登録がない方は、住民登録されていた市町村で申請の受付をすることに

なります。

■支給対象者■
　平成28年度臨時福祉給付金（3千円）の支給対象者の方

＊「平成28年度臨時福祉給付金（3千円）の支給対象者」とは、平成28年分の住民税が課税されて
いない方です。平成28年度臨時福祉給付金（3千円）を実際に受給したか否かは問いません。

ただし、住民税において課税者の扶養親族等になっている方や、生活保護の受給者である
方などは対象となりません。
＊対象となる可能性がある方には、申請書が送付されます。

■支給額■
　対象者1人につき1万5千円（支給は1回）

■申請方法■
「対象となる可能性がある方」には、4月初旬に「申請書」を送付しますので、申請書に必要事

項を記入のうえ、添付書類を添えて、返信用封筒にて返送してください。

■受付期間■
　4月10日㈪～ 8月10日㈭

■支給決定■
　審査終了後、決定通知書を送付し、順次支給します。

■問い合わせ先
　社会福祉課　☎（32）8899

給付金を装った不審な電話・メールが発生しています。
"振り込め詐欺"や"個人情報・マイナンバーの詐取"にご注意ください。

（※） 給付金の申請にマイナンバーは必要ありません。
市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった不審な電話や郵便、メールがあった場合にはお住
まいの市町村や警察署（警察相談専用電話（#9110））にご連絡ください。
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お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
か
ら
ご
要
望
が
多
か
っ

た
幼
児
コ
ー
ス
を
新
設
し
ま
し

た
！
そ
の
他
、
水
泳
･
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
教
室
も
増
設
し
、
参
加
者
、

大
募
集
中
で
す
！

①
金
曜
･
幼
児
コ
ー
ス

　

年
中
か
ら
年
長
ま
で
の
ク
ラ
ス
。

水
深
50
㎝
の
幼
児
プ
ー
ル
で
主
に

水
中
バ
ラ
ン
ス
･
水
慣
れ
･
水
遊

び
を
行
い
ま
す
。

　
（
定
員
20
名
）

　

午
後
４
時
30
分
～
５
時
15
分

②
小
学
生
水
泳
教
室

　

土
曜
日
午
前
11
時
40
分
コ
ー
ス

を
増
設
し
ま
し
た
。
春
か
ら
始
め

て
夏
に
は
、
バ
ッ
チ
リ
上
達
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！

○
火
曜
ク
ラ
ス
１　
（
定
員
40
名
）

○
木
曜
ク
ラ
ス　
（
定
員
40
名
）

○
金
曜
ク
ラ
ス　
（
定
員
40
名
）

　

各
午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

○
火
曜
ク
ラ
ス
２　
（
定
員
25
名
）

　

午
後
６
時
40
分
～
７
時
40
分

○
土
曜
ク
ラ
ス
１　
（
定
員
40
名
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
土
曜
ク
ラ
ス
２　
（
定
員
40
名
）

　

午
前
11
時
40
分
～
午
後
０
時
40

分○
土
曜
ク
ラ
ス
３　
（
定
員
25
名
）

　

午
後
１
時
～
２
時

③
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
！
全
身
運
動
で
陸
上
よ

り
も
短
時
間
で
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

プ
！

○
水
曜
ク
ラ
ス　
（
定
員
30
名
）

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30

分○
金
曜
ク
ラ
ス　
（
定
員
30
名
）

　

午
後
７
時
10
分
～
８
時
10
分

④
木
曜
･
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

腰
や
膝
に
負
担
少
な
く
運
動
で

き
ま
す
。
冷
え
性
や
高
血
圧
改
善

に
も
効
果
あ
り
ま
す
！

　
（
定
員
30
名
）

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30

分⑤
水
曜
ゆ
っ
た
り
水
泳
＆
体
操

　

水
泳
も
水
中
運
動
も
楽
し
め
る

欲
張
り
ク
ラ
ス
。
迷
っ
た
ら
こ
こ

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！　

　
（
定
員
25
名
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

⑥
木
曜
レ
デ
ィ
ー
ス
ス
イ
ミ
ン
グ

　

女
性
限
定
水
泳
教
室
！
楽
し
く

･
美
し
く
･
楽
に
泳
げ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
ょ
う
！ （
定
員
20
名
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

⑦
木
曜
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
イ
ミ
ン
グ

　

成
人
水
泳
教
室
。
も
っ
と
上
手

に
な
り
た
い
方
、
も
ち
ろ
ん
初
心

者
も
大
歓
迎
で
す
。（
定
員
20
名
）

　

午
後
６
時
40
分
～
７
時
40
分

■
受
講
料

①
②

　

2
，2
5
0
円（
３
回
実
施
月
）

　

3
，0
0
0
円（
４
回
実
施
月
）

③
④
⑤

　

3
，0
0
0
円（
３
回
実
施
月
）

　

4
，0
0
0
円（
４
回
実
施
月
）

※
そ
の
他
、
お
試
し
用
に
１
回
1
，

2
0
0
円
券
あ
り
。
４
回
分（
4
，

4
0
0
円
）の
回
数
券
も
ご
ざ
い

ま
す
。

⑥
⑦

　

3
，0
0
0
円（
３
回
実
施
月
）

　

4
，0
0
0
円（
４
回
実
施
月
）

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
と

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル

　

☎（
47
）1
1
2
2

詳
細
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

４
月
か
ら
、
ま
た
新
た
な
教

室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
×
ボ
デ
ィ
･

メ
イ
ク
施
設「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
K
ス
タ
ジ
オ
」が
４
月
、
ふ

れ
あ
い
館
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
楽
し
く
、
キ
レ
イ
と
健
康

を
手
に
入
れ
る
場
所
で
す
！

①「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」

　

マ
ッ
ト
の
上
で
行
う
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
で
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
な

が
ら
全
身
の
柔
軟
性
を
養
い
、
体

幹
を
整
え
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

難
し
い
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
は
じ
め
て
の
方
で
も
安
心

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

②「
美
脚
・
ヒ
ッ
プ
ラ
イ
ン
」

　

ヒ
ッ
プ
ラ
イ
ン
を
引
き
上
げ
、

美
脚
を
作
る
た
め
の
ワ
ー
ク
で
す
。

特
に
下
半
身
を
引
き
締
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
に
お
ス
ス
メ
で
す
。

③「
ヨ
ガ
」

　

全
身
を
使
っ
た
動
き
で
身
体
と

心
を
整
え
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

な
が
ら
動
く
こ
と
で
精
神
を
落
ち

着
か
せ
身
体
の
内
側
か
ら
キ
レ
イ

に
し
て
い
き
ま
す
。

④「
ダ
ビ
ン
チ
ボ
ー
ド
」

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
い
方
へ
！
最
近
メ
デ
ィ

ア
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
ダ
ビ
ン

チ
ボ
ー
ド
！
チ
ュ
ー
ブ
や
バ
ン
ド

が
取
り
付
け
ら
れ
た
ボ
ー
ド
の
上

で
行
う
全
身
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
す
。

短
時
間
で
の
脂
肪
燃
焼
効
果
を
発

揮
し
ま
す
！
ダ
ビ
ン
チ
ボ
ー
ド
が

体
験
で
き
る
施
設
は
、
栃
木
県
で

K
ス
タ
ジ
オ
の
み
！

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
館
内
１
階
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
K
ス
タ
ジ
オ

■
対
象

　

高
校
生
以
上　
（
性
別
不
問
）

■
定
員　

①
②
③
８
名 

③
６
名

※
完
全
予
約
制

　

予
約
の
際
、
御
氏
名
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
料
金　

①
②
初
回
7
0
0
円

③
初
回
1
，0
0
0
円

■
持
ち
物　

補
給
水
・
タ
オ
ル
。

※
①
②
③
を
受
講
の
方
で
マ
ッ
ト

（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
）を
お
持
ち
の
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。　

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
日
程
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
K
ス
タ

ジ
オ（
ふ
れ
あ
い
館
内
）　

　

☎
0
9
0（
9
8
3
5
）1
3
3
9

　

conditioning.k.studio@
gm

ail.com

イ
ベ
ン
ト
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

結
城
紬
の

糸
つ
む
ぎ
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

栃
木
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
紬

織
物
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

結
城
紬
の
原
料
で
あ
る「
手
つ
む

ぎ
糸
」を
製
作
す
る
後
継
者
を
養

成
す
る
た
め
の
講
習
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
も
、
先
生
が
や
さ

し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

道
具
や
材
料
は
全
て
会
場
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
開
催
日
時

　

毎
月
第
３
木
曜
日

　

午
前
９
時
30
分～

午
後
０
時
30
分

■
会
場

　

石
橋
公
民
館　

和
室

■
料
金　

無
料

■
定
員

　

20
名
程
度（
随
時
募
集
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
紬

織
物
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
49
）0
0
0
9

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ

ロ
ン
」に
つ
い
て

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」を

開
催
し
ま
す
。

　

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持

っ
た
り
す
る
場
で
す
。
が
ん
の
種

別
は
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
11
日
㈭

　

午
後
２
時
～
４
時

■
場
所

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院（
本

館
地
下
１
階
ス
タ
ッ
フ
ラ
ウ
ン

ジ
）

■
内
容

・
ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー「
が
ん
に

つ
い
て
知
ろ
う
」

・
自
由
な
語
り
合
い

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

■
参
加
費

　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
が
ん

相
談
支
援
室

　

☎（
58
）7
1
0
7

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は

大
丈
夫
？

ス
マ
ホ
、携
帯
に
ご
注
意

を
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

犯
罪
に
、
子
供
が
巻
き
込
ま
れ

る
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
こ

数
年
は
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
係

る
犯
罪
の
ほ
か
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
イ
ト
を
悪
用
し
て
、
児
童
買

春
や
児
童
ポ
ル
ノ
な
ど
、
子
供
の

心
身
を
狙
っ
た
重
大
か
つ
悪
質
な

犯
罪
の
発
生
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
が
被
害
を
受
け
る

ば
か
り
で
な
く
、
子
供
自
身
が
加

害
者
と
な
っ
て
犯
罪
に
か
か
わ
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
後
を
絶
た
な
い
、
子
供
の
ネ
ッ

ト
犯
罪
被
害

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
を
利
用
し

て
い
る
子
供
の
割
合
は
、
中
学
生

で
約
６
割
、
高
校
生
で
は
９
割
以

上
に
達
し
て
い
ま
す
。
特
に
近
年

は
、
ス
マ
ホ
の
急
速
な
普
及
に
よ

り
、
従
来
型
の
携
帯
電
話
よ
り
ス

マ
ホ
を
利
用
し
て
い
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
は
、
様
々
な
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
通

話
や
メ
ー
ル
な
ど
の
通
信
機
能
の

ほ
か
、
地
図
や
カ
メ
ラ
、
動
画
再

生
、
ゲ
ー
ム
な
ど
様
々
な
機
能
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
使
い
や

す
く
多
機
能
な
う
え
に
小
型
軽
量

と
い
う
、
非
常
に
便
利
な
情
報
端

末
で
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
こ
う
し
た
ス

マ
ホ
を
悪
用
す
る
例
が
絶
え
な
い

と
い
う
現
状
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
の
代
表
と
も
い
え
る
の
が
、

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
を
利
用
し

た
犯
罪
で
す
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
を
悪
用

し
た
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
18
歳

未
満
の
子
供（
児
童
）の
数
は
、
平

成
21
年
の
1
，6
0
0
人
弱
か
ら

平
成
24
年
は
1
，3
0
0
人
弱
へ

と
減
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
25
年
以
降
は
再
び
上
昇
に
転

じ
、
平
成
27
年
は
1
，7
4
5
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

種
類
ご
と
に
み
る
と
、
出
会
い

系
サ
イ
ト
に
係
る
被
害
を
受
け

た
子
供
の
数
は
、
平
成
21
年
の

4
5
3
人
か
ら
平
成
27
年
の
93
人

へ
と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

他
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

に
係
る
被
害
を
受
け
た
子
供
の
数

は
、
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も

毎
年
1
，0
0
0
人
を
超
え
て
い

ま
す
。

　

最
近
の
子
供
た
ち
は
、
生
ま
れ

た
と
き
か
ら
身
近
に
携
帯
電
話
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
っ
た
世
代

で
す
。
そ
の
た
め
、「
使
い
慣
れ
て

い
る
は
ず
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

危
険
性
に
つ
い
て
も
知
っ
て
い
る

は
ず
」な
ど
と
考
え
が
ち
で
す
が
、

子
供
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界

で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー

ル
、
人
と
人
と
が
付
き
合
う
上
で

の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
経
験
、
知

恵
を
十
分
に
備
え
て
い
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

　

社
会
の
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
が
十

分
に
身
に
つ
い
て
い
な
い
子
供
な

ら
ば
、
被
害
者
と
な
る
危
険
は
も

と
よ
り
、
知
ら
ぬ
間
に
犯
罪
に
か

か
わ
っ
て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
ま

す
。
次
代
を
担
う
大
切
な
子
供
た

ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
か

か
わ
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ど
の
よ
う
に
付
き

合
っ
て
い
る
か
、
あ
ら
た
め
て
お

子
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
相
談
は
全
国
の
少
年
相
談
窓
口
へ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
32
）8
8
8
6
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募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

■
日
時

　

4
月
16
日
㈰

◯
１
回
目

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◯
２
回
目

　

午
後
1
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

自
治
医
大
附
属
病
院
内

防
災
対
策
本
部（
本
館
東
口
警
備

本
部
付
近
）

■
活
動
内
容

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
本
館

・
本
館
正
面
玄
関
及
び
病
院
内
の

案
内
、
車
椅
子
の
介
助
な
ど（
平

日
昼
間
）

と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

・
外
来
・
病
棟
で
の
活
動
及
び
手

芸
・
装
飾
・
園
芸
な
ど
の
作
業（
平

日
昼
間
）

・
草
花
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う

花
咲jii

活
動（
月
１
回　

日
曜
）

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ

ウ
ス 

と
ち
ぎ

・
入
院
中
の
子
ど
も
の
家
族
の
た

め
の
滞
在
施
設
の
運
営
補
助（
平

日
・
土
・
日
曜
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
室 

　

☎（
58
）7
1
0
3

　

（
40
）6
0
1
6（
平
日・芳
賀
）

　

と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎（
58
）7
8
1
5

　

（
40
）6
0
1
6（
平
日・鈴
木
）

　

ド
ナ
ル
ド・マ
ク
ド
ナ
ル
ド・ハ

ウ
ス　

と
ち
ぎ

　

☎（
58
）7
5
5
1

　

（
44
）4
1
5
4（
平
日
・
土
日

斎
藤
）

　

自
治
医
科
大
学
の
学
生
を
中
心

に
音
楽
が
大
好
き
な
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
っ
て
、
今
年
も
歴
史
あ
る
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
日
の

た
め
に
長
い
時
間
を
か
け
て
準
備

を
し
て
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
有
名

で
聴
き
応
え
が
あ
る
曲
ば
か
り
で

す
の
で
、
き
っ
と
皆
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
皆

様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
く

だ
さ
い
。
団
員
一
同
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日
時　

４
月
29
日
㈯

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分

■
場
所

　

栃
木
市
栃
木
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル■
入
場
料　

無
料

■
曲
目

・
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
／
交
響
曲
第

9
番「
新
世
界
よ
り
」

・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
／
交
響
曲

第
4
番「
イ
タ
リ
ア
」　

他

■
指
揮　

神
永　

秀
明

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
管
弦
楽
団

　

jichi.oke@
gm

ail.com

自
治
医
科
大
学
軽
音
楽

部R
oute Four Jazz 

O
rchestra

第
44
回
定
期
演
奏
会

　

こ
ん
に
ち
は
！
私
た
ち
は
自
治

医
科
大
学
の
医
学
部
生
と
看
護
学

部
生
で
結
成
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

今
回
で
44
回
目
を
迎
え
た
定
期

演
奏
会
で
す
が
、
昨
年
か
ら
入
場

料
を
無
料
化
し
、
よ
り
多
く
の
お

客
様
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う

工
夫
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。Jazz

に
馴
染
み
の
あ
る
方
も
な
い
方
も

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

部
員
一
同
、
最
高
の
演
奏
で
皆
様

を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
♪

　

皆
様
の
御
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
！

■
日
時　

５
月
6
日
㈯

　

開
場　

午
後
５
時

　

開
演　

午
後
５
時
30
分

■
場
所

　

小
山
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
軽
音
楽
部

Route Four Jazz O
rchestra

代
表

☎
０
８
０（
５
６
７
７
）６
２
２
０

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
、
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
ド

ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ
で
は
、患
者
さ
ま
、
お
子
さ

ん
や
家
族
の
た
め
の
様
々
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
治
医
科
大
学
管
弦

楽
団
第
42
回
定
期
演

奏
会
の
お
知
ら
せ
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会 �

 

● 

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
本
館  

 

● 

と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー  

 

● 

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス 

と
ち
ぎ  



イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

就
　
　
職

募
　
　
集

下
野
市
書
道
連
盟
展

作
品
募
集
の
ご
案
内

　

第
10
回
記
念
展
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
書
道
に
興
味
の
あ
る
方

で
、
高
校
生
以
上
の
方
で
し
た
ら
、

ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。
市

外
に
お
住
ま
い
の
方
も
歓
迎
し
ま

す
。

■
展
示
会
日
程

　

８
月
10
日
㈭
～
12
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
会
場　

グ
リ
ム
の
館

■
出
品
申
込
締
切

　

５
月
７
日
㈰

※
作
品
提
出
の
締
切
は
、
６
月
16

日
㈮
ま
で
。

■
参
加
費

　

大
学
生
以
上
：
８
千
円（
入
会

費
・
出
品
料
・
図
録
２
冊
代
込
）

　

高
校
生
：
３
千
円（
出
品
料
・

図
録
１
冊
代
込
）

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
書
道
連
盟
事
務
局

　

☎
（
48
）2
0
6
8

　

shim
oshoren@

gm
ail.com

家
内
労
働
委
託
状
況
届

の
提
出
は
４
月
30
日
ま

で
で
す
！

　

家
内
労
働
者
へ
内
職
等
を
委
託

し
て
い
る
事
業
主
は
、
家
内
労
働

法
に
よ
る「
委
託
者
」に
な
り
ま
す

の
で
、「
委
託
状
況
届
」の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

家
内
労
働
者
数
等
に
つ
い
て
、
労

働
基
準
監
督
署
を
経
由
し
て
栃
木

労
働
局
に
届
け
出
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、家
内
労
働
法
に
い
う「
家

内
労
働
者
」と
は
、
物
品
の
提
供

を
受
け
、
他
人
を
使
わ
ず
自
己
ひ

と
り
、
ま
た
は
同
居
の
家
族
だ
け

で
物
品
の
製
造
・
加
工
に
従
事
し
、

工
賃
を
得
て
い
る
人
を
い
い
ま
す
。

■
提
出
期
限

　

４
月
30
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
　

☎
0
2
8（
6
3
4
）9
1
0
9

平
成
29
年
度

「
協
会
け
ん
ぽ
」の

保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

　

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の

ご
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
」の
健

康
保
険
料
率
は
据
え
置
き
、
介
護

保
険
料
率
は
1
・
65
％
へ
引
き
上

げ
に
な
り
ま
す
。

　

変
更
時
期
は
４
月
納
付
分
か
ら

と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は

http://w
w

w
.kyoukaikennpo.

or.jp/

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部

　

☎
0
2
8（
6
1
6
）1
6
9
1

募　

集

下
野
市
地
区
朗
読
奉
仕

員
養
成
講
座
初
級
コ
ー

ス
受
講
者
募
集

　

視
覚
障
が
い
者
の
方
に
対
す
る

市
の
広
報
紙
な
ど
の
音
訳
や
、
朗

読
と
い
っ
た
声
の
広
報
活
動
に
必

要
な
技
術
を
学
び
、
朗
読
奉
仕
員

を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

■
開
催
日
時

　

6
月
1
日
～
9
月
7
日
の
毎
週

木
曜
日（
全
15
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
受
講
料　

無
料

■
対
象
者

　

栃
木
県
在
住
で
、
視
覚
障
が
い

者
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
を
有
す

る
者
で
あ
っ
て
、
朗
読
奉
仕
員
と

な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者

■
定
員　

20
名

■
講
師　

柏
崎　

陽
子　

氏

■
申
込
期
間

　

4
月
3
日
㈪
～
20
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
一
社
）栃
木
県
視
覚
障
害
者
福
祉

協
会

☎
０
２
８
８（
６
２
５
）４
９
９
０

夜
明
け
前
古
民
家
カ
フ
ェ

の
運
営
事
業
者
を
募
集

　

天
平
の
丘
公
園
内
に
あ
る
夜
明

け
前
・
展
示
室
が
、
デ
リ
カ
テ
ッ

セ
ン（
調
理
済
み
の
飲
食
物
を
売

る
店
）と
し
て「
夜
明
け
前
古
民
家

カ
フ
ェ
」に
改
修
す
る
に
あ
た
り
、

カ
フ
ェ
の
運
営
事
業
者
を
公
募
し

ま
す
。

■
募
集
方
法

　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

■
運
営
施
設

　

天
平
の
丘
公
園
内

　
　

民
俗
資
料
館　

夜
明
け
前

　
　

夜
明
け
前
展
示
室

■
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日

～
平
成
35
年
３
月
31
日

■
内
容

　

施
設
等
の
管
理・カ
フ
ェ
の
運
営

■
申
請
方
法

　

５
月
19
日
㈮
ま
で
に
申
請
書
に

企
画
提
案
書
及
び
添
付
書
類
を
添

え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）8
9
0
7
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お
知
ら
せ



相
　
　
談

就
　
　
職

お
知
ら
せ

行
政
改
革
推
進
委
員
会

委
員
の
募
集

　

市
政
運
営
に
つ
い
て
、
一
緒
に

考
え
て
い
た
だ
く
市
民
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
た
地
方
分
権
の
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
、
簡
素
に
し
て
効

率
的
な
市
政
の
実
現
を
、
市
民
と

の
協
働
に
よ
り
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
行
財
政
運
営
に
お
い
て
、

客
観
性
と
透
明
性
、
信
頼
性
を
確

保
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維

持
向
上
等
に
努
め
る
た
め
、
委
員

の
方
に
は
意
見
・
提
言
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
委
員
の
仕
事

①
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
及
び
そ

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
意
見
、

提
言
を
し
ま
す

②
市
が
実
施
す
る
行
政
評
価
の
内

部
評
価
に
つ
い
て
、
市
民
評
価
を

実
施
し
、
そ
の
妥
当
性
を
検
証
し

ま
す

■
構
成　

公
募
委
員
の
ほ
か
、
学

識
経
験
者
等
を
含
む
10
名
以
内
で

構
成
し
ま
す
。

■
任
期　

委
嘱
の
日
～
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で
の
期
間

■
会
議　

年
８
回
程
度

■
報
酬　

日
額
6
，0
0
0
円

■
募
集
人
数　

２
名
程
度

■
応
募
資
格

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
選
挙
権

を
有
す
る
方

②
原
則
と
し
て
、
市
で
設
置
す
る

他
の
審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ

と③
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き

る
方（
平
日
の
昼
間
）

④
下
野
市
議
会
議
員
及
び
下
野
市

職
員
で
な
い
こ
と

■
応
募
方
法

　

総
合
政
策
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
期
間

　

４
月
17
日
㈪
～
28
日
㈮

　

午
後
５
時
15
分
ま
で（
必
着
）

※
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は

当
日
消
印
有
効
、窓
口
受
付
は
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
。

■
選
考
結
果

　

書
類
審
査
後
、
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
32
）8
8
8
6

　

（
32
）8
6
0
6

　

sougouseisaku@
city.

shim
otsuke.lg.jp

相　

談

司
法
書
士
・
行
政
書
士

無
料
相
談

○
司
法
書
士
相
談

　

不
動
産
登
記
、
商
業
・
法
人
登

記
、
多
重
債
務
、
1
4
0
万
円
を

超
え
な
い
民
事
裁
判
手
続
き
、
成

年
後
見
関
係
な
ど
。

■
日
時　

４
月
12
日
㈬

　
　
　
　

５
月
10
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

■
相
談
時
間　

概
ね
30
分
間

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
定
員　

４
名（
事
前
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

本
多
絵
美　

☎（
37
）9
1
2
0

○
行
政
書
士
相
談

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
、
成
年
後
見
、
離
婚
等
に

つ
い
て
の
相
談
な
ど
。

■
日
時　

４
月
27
日
㈭

　
　
　
　

５
月
25
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

■
相
談
時
間　

概
ね
30
分
間

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
定
員　

４
名（
事
前
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

生
田
目
安
夫
☎（
52
）2
3
5
0

就　

職

国
税
専
門
官
を

募
集
し
ま
す

　

国
税
庁
は
、
国
税
局
や
税
務
署

に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
働
く
国
税
専
門
官
を
募

集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

①
昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
大
学
を
卒
業
し
た
者
及

び
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
見
込
み
の
者
な
ど

■
申
込
受
付
期
間

　

３
月
31
日
㈮
９
時
～
４
月
12
日

㈬（
受
信
有
効
）

※
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

■
試
験
日

　
（
一
次
）６
月
11
日
㈰

　
（
二
次
）７
月
12
日
㈬
～
19
日
㈬

の
う
ち
指
定
す
る
日
時

　

詳
し
く
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp://w

w
w

.jinji-shiken.
go.jp/juken.htm

l

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
税
務
署

　

☎
0
2
8
2（
22
）0
8
8
5

　
（
自
動
音
声
案
内
）　

臨
時
保
育
士
等
の
募
集

■
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
、
保
健
師
資
格
、

看
護
師（
准
看
護
師
）資
格
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等（
時
給
）

　

保
育
士

①
フ
ル
タ
イ
ム
：
1
，2
0
0
円

②
短
時
間
勤
務
：
1
，1
0
0
円

　

保
健
師
：
1
，2
0
0
円

　

看
護
師（
准
看
護
師
）：

　

1
，1
0
0
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時
の
う
ち

①
フ
ル
タ
イ
ム
：７
時
間
45
分（
休

憩
時
間
60
分
）

②
短
時
間
勤
務
：
４
時
間
～

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

　

写
真
を
貼
付
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
資
格
証
の
写
し
を
添
付
の

こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
3
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
調
べ
も
の
や
買
い
物
が
で
き

た
り
と
便
利
に
な
っ
た
反
面
、
犯

罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

可
能
性
が
増
え
て
い
ま
す
。
近
年
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
買
い
物
で
、

代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
商
品
が
届

か
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

前
払
い
に
よ
る
購
入
は
、
被
害

金
を
取
り
戻
す
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

で
は
、
サ
イ
ト
内
に
事
業
者
の
名

称
、
所
在
地
等
を
表
示
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
表
示
の

な
い
サ
イ
ト
で
の
買
い
物
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

市
役
所
２
階

■
相
談
日
時
　
月
～
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
）

※�
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

「
女
性
活
躍
推
進
法
」

輝
き
た
い
女
性
を
応
援
し
ま
す

　
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け

る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
女
性
活
躍
推
進
法
）」の
施
行

か
ら
1
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ

の
法
律
に
よ
り
、
企
業
に
お
い

て
、
女
性
が
持
つ
能
力
を
発
揮

す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
子
育
て
や
介
護
中

の
人
に
配
慮
し
休
暇
が
1
時
間

単
位
で
取
得
で
き
る
制
度
を
導

入
し
た
、
新
入
社
員
や
管
理
職

の
女
性
の
割
合
を
増
や
し
た
等

の
取
組
を
始
め
て
い
る
企
業
も

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

も
、
女
性
が
イ
キ
イ
キ
と
働
い

て
活
躍
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

働
く
こ
と
を
希
望
す
る
女
性

が
、
そ
の
希
望
に
応
じ
た
働
き

方
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
他

に
は
ど
の
よ
う
な“
応
援
”が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
今
月
の
コ
ラ

ム
か
ら「
女
性
の
活
躍
」に
つ
い

て
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。

ネ
ッ
ト
で
の
買
い
物
は

慎
重
に
！

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
全
て
の
マ
ス

を
埋
め
た
後
、色
が
つ
い
た
マ
ス

の
文
字
を
並
び
替
え
る
と
下
野
市

ゆ
か
り
の
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

タ
テ
の
カ
ギ

1　

日
本
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
な

じ
み
深
い
蝶
。平
家
の
家
紋
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
有
名
。

2　

古
墳
時
代
後
期
か
ら
飛
鳥
時

代
に
か
け
て
の
竪
穴
建
物
跡
が
14

軒
、井
戸
跡
が
１
基
発
見
さ
れ
た

下
野
市
に
あ
る
遺
跡
。

4　

パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
に

あ
る
E
n
t
e
r
キ
ー
を
昔
は
こ

う
呼
び
ま
し
た
。タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
の
改
行
キ
ー
で
あ
る「
キ
ャ
リ

ッ
ジ
リ
タ
ー
ン
」が
由
来
。

9　

名
前
に
ム
シ
と
あ
り
ま
す
が
、

虫
の
仲
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

日
本
標
準
時
の
町
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
東
経
1
3
5
度
の
経

線
が
通
る
兵
庫
県
の
都
市
。

3　

林
よ
り
も
規
模
が
大
き
く
、

木
が
密
集
し
て
い
る
場
所
。

5　

フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
画
家
で

あ
る
ク
ロ
ー
ド
・
―
―
―
。主
な

作
品
と
し
て「
印
象
・
日
の
出
」「
散

歩
、日
傘
を
さ
す
女
」が
挙
げ
ら
れ

る
。

6　

正
月
の
縁
起
物
と
し
て
神
社

に
あ
る
魔
除
け
の
矢
の
こ
と
。

7　

小
麦
粉
と
バ
タ
ー
を
加
熱
し

な
が
ら
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
。こ

れ
に
カ
レ
ー
粉
を
加
え
た
も
の
が

カ
レ
ー
―
―
―
。

8　

猫
に
つ
け
る
名
前
の
定
番
。

10　

―
―
―
が
あ
っ
た
の
で
、追

加
に
も
対
応
で
き
た
。―
―
―
知

識
。

11　

１
月
の
別
名
。

12　

栃
木
県
で
も
多
く
生
産
さ
れ

て
い
る
果
物
。幸
水
・
豊
水
な
ど

の
品
種
が
あ
る
。

　

答
え
は
51
ペ
ー
ジ

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは51ページ
甲塚古墳出土品▶

まちがいさがし

わかるかな？
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し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報（
デ
イ
ジ
ー
版C

D

及
び
テ
ー
プ
版
）が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎︎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

まずは相談

しもつけ
クロスワード

よくてわりーね

けけ
ワ ド

1 2 4

5

6 7

8 9

12

10 11

3



4
April

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館休館日

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23
30 24 25 26 27 28 29

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23
30 24 25 26 27 28 29

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23
30 24 25 26 27 28 29

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前９時～午後2時

11日㈫ シルバー事務所（旧下水道庁舎）
（薬師寺1949）

18日㈫ 旧やすらぎ荘
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～

19日㈬ シルバー事務所（旧下水道庁舎）
（薬師寺1949）

■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
４月４日・11日・18日

（いずれも火曜日）
児童母子相談　4月25日㈫
法律相談 4月13日㈭
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
４月３日・10日・17日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　4月24日㈪
会場：石橋公民館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
４月７日・14日・21日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　4月28日㈮
会場：南河内公民館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

4
月

天平の丘 ―

花広場 ―

5
月

天平の丘 国分寺地区老人クラブ

花広場 ―

■問い合わせ先
　商工観光課☎32－8９07

国民年金保険料 ３月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎32－8886↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 4月8日
場所 南河内児童館

きらら館は
トレーニング室

■納期限　5月1日㈪

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

　
　
　
　
　
　
　
け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
一
部
）に
設
置
し
て

い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土
１
②⑥

２ 3 4 5 6 7 8
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
９ 10 11 12 13 14 15

②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
16 17 18 19 20 21 22

③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
23 24 25 26 27 28 29

④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
30

①⑤

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院下野市小金井 2－4－3
　☎ 44－ 7000
②石橋総合病院� 下野市下古山 1-15-4
　☎53－1134�※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2－7－18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795－4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280－57－1011

■夜間休日急患診療所
平日・土曜日　19時～22時
日曜、祝日、振替、年末年始

（12月31～1月3日）
10時～12時、13時～17時、
18時～21時
診療科目：内科、小児科
事前に電話で確認してくださ
い。
☎0285–39–8880

■休日急患歯科診療所
日曜、祝日、振替、年末年始
（12月31～1月3日）
10時～12時、13時～16時
☎0285–39–8881
所在地：小山市神鳥谷2251-7
（小山市健康医療介護総合
支援センター内）

救急告示医療機関当番（一次急患）

■とちぎ子ども救急電話相談　☎＃8000
（携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028－600－0099）
月～土曜日：18時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（８時～翌朝８時）
■とちぎ救急医療電話相談（大人の救急電話相談）☎＃7111
（携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028－623－3344）毎日18時～22時
急な病気やけがに関する家庭での対処方法や救急医療の受診の目安などを看護師がアドバイスします。

一次救急医療機関情報

◉平日・日曜日　17：00～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）17：00～翌日17：00
カレンダー内番号が当番医療機関です。事前に電話で確認してください。
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12 公共施設等総合管理計画策定

14 耐震補助のお知らせ

15 医療コラム　国保でわかる！健康安心！

16 保健だより

22 地域包括支援センターだより

23 人間ドック助成のお知らせ

目次　Contents

紀
元
前
３
９
９
年
４
月
27
日
、
古
代
ギ
リ
シ

ア
の
哲
学
者
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
死
刑
に
よ
り
、
亡

く
な
り
ま
し
た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
哲
学
の
祖
と

し
て
知
ら
れ
、
後
世
の
西
洋
哲
学
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
人
物
で
す
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
貧

富
の
差
別
な
く
ど
ん
な
人
の
質
問
に
も
応
じ
、

活
動
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
分
が
優
れ
た
知
恵
を
持
っ
て
い

る
と
思
い
込
ん
で
い
る
賢
人
と
呼
ば
れ
て
い
た

政
治
家
や
詩
人
た
ち
に
、
「
無
知
の
知
」
（
自

分
は
何
も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
自
覚
）
を

説
い
て
、
彼
ら
の
無
知
を
指
摘
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
、
恨
み
を
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
「
国
が
信
じ
る
神
々
と
は
異
な
る

神
々
を
信
じ
、
若
者
を
堕
落
さ
せ
た
」
と
い
う

根
も
葉
も
な
い
罪
を
着
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
裁

判
の
結
果
で
死
刑
判
決
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
脱
獄
し
て
死
刑
を
免
れ
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
が
、
「
単
に
生
き
る
の
で
は
な
く
、
善

く
生
き
る
」
と
い
う
信
念
を
貫
き
、
そ
の
生
涯

を
終
え
ま
し
た
。

哲
学
と
は
物
事
の
本
質
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
哲
学
の

日
に
、
普
段
当
た
り
前
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

24 国民年金だより

25 国保＆年金の手続き

26 

27 
30 Let’s SPORTS

34 図書館LibraryInformation

35 読書人

36 くらしの情報（イベントカレンダー）

49 男女コラム・消費者コラム

52 国際交流員マシアスのコラム

今月の何の日

4
月
27
日

哲
学
の
日

49Pのクロスワードの答え
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3

ー
チ
ヨ

タ ン

モシ
ネ

ア カ
タ

マ ヤ
モ

ル
ゲ

リ

ハ

ウ
ビ ム キ

マ
ツ

ナ シ ー

ハナマツリ（花まつり）

今月
の
表紙

天平の丘公園は下野市の西端にあ
り、春は八重桜でにぎわい、秋には
大鍋で芋煮会が開催されます。

園内には数々の史跡があり、甲塚
古墳は一番西にあります。そこから
出土した遺品が、その保存状態や学
術的な価値から重要文化財に指定さ
れることになりました。

公園は今まさに春爛漫。桜が次々
に咲き誇り、花まつりが開催されて
います。

古の時を感じ、花を愛で、そして
グルメを求めて散策してはいかがで
しょうか。
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市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
カ
ン
ピ
く
ん　

②
馬
型
埴
輪　

③
後
ろ
の
破
片
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TAKE FREE

国際交流

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

●
ド
イ
ツ
の
ジ
ョ
ー
ク

新
年
度
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
や
職

場
で
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
年
度
最
初
の
コ
ラ
ム
で
は
、ド
イ
ツ

の
ジ
ョ
ー
ク
を
ふ
た
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ケ
ル
ン
の
大
聖
堂
】

ケ
ル
ン
の
大
聖
堂
が
そ
の
大
き
さ
と

荘
厳
さ
で
世
界
遺
産
に
な
っ
た
お
か
げ

で
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら
観
光
客

が
や
っ
て
来
ま
す
。

あ
る
日
、
観
光
客
の
ひ
と
り
が
大
聖

堂
の
前
に
立
ち
、
塔
の
壁
に
て
っ
ぺ
ん

ま
で
彫
ら
れ
た
美
し
い
彫
像
の
数
々
に

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
近
く

を
通
り
か
か
っ
た
ケ
ル
ン
市
民
に
聞
き

ま
し
た
。「
す
み
ま
せ
ん
。
大
聖
堂
の

屋
根
の
と
こ
ろ
に
見
え
る
あ
れ
は
、
ど

ん
な
彫
像
で
す
か
？
」
す
る
と
、
市
民

は
大
聖
堂
を
見
上
げ
て
、「
う
ー
ん
、

実
は
私
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
12

時
の
昼
休
み
の
時
に
動
い
た
ら
、
屋
根

を
修
理
す
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。」
と

答
え
ま
し
た
。

【
ド
イ
ツ
の
祭
り
】

ド
イ
ツ
の
あ
る
街
で
お
祭
り
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
屋
台
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ビ
ー
ル
を
売
っ
て
い
る

店
は
も
ち
ろ
ん
、
射
的
屋
ま
で
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
日
は
と
て
も
天
気
が
良
く
、
祭

り
に
来
て
い
た
ひ
と
り
の
男
が
、
ビ
ー

ル
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
酔
っ
払
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
男
は
ふ
ら
ふ
ら
し

な
が
ら
射
的
屋
に
行
き
、「
射
的
や
り

た
い
！
」
と
大
き
な
声
で
言
い
ま
し
た
。

店
員
は
「
は
い
、
ど
う
ぞ
！
」
と
言
い
、

男
に
射
的
を
や
ら
せ
ま
し
た
。
す
る
と

意
外
な
こ
と
に
、
男
は
一
発
で
的
に
当

て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。店
員
は「
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
こ
れ
は
賞
品

で
す
。」
と
言
っ
て
、
あ
ま
り
人
気
の

な
い
観
賞
用
の
亀
を
渡
し
ま
し
た
。
男

は
と
て
も
喜
び
、
笑
顔
で
ビ
ー
ル
屋
に

戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。

30
分
後
、
そ
の
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
男
が

ま
た
射
的
屋
に
来
て
、「
も
う
一
回
射

的
や
り
た
い
！
」
と
言
い
ま
し
た
。
店

員
が
「
い
い
で
す
よ
。」
と
言
い
、
男

に
射
的
を
や
ら
せ
る
と
、
さ
っ
き
と
同

じ
よ
う
に
一
発
で
的
に
当
て
た
の
で
す
。

す
る
と
店
員
は
、
今
度
は
賞
品
と
し
て

可
愛
い
ぬ
い
ぐ
る
み
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。
男
は
そ
れ
を
見
て
、「
ぬ
い

ぐ
る
み
じ
ゃ
な
く
て
、
さ
っ
き
と
同
じ

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
が
ほ
し
い
ん
だ
け
ど
。」

と
言
っ
た
の
で
す
。

皆
さ
ん
、
ド
イ
ツ
の
ジ
ョ
ー
ク
は
い

か
が
で
し
た
か
？
日
本
に
も
似
た
よ
う

な
お
も
し
ろ
い
話
は
あ
り
ま
す
か
？

知
っ
て
い
る
人
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
お

会
い
し
た
時
に
教
え
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
。

■人口と世帯（３月 1日現在）
　　人口／60,127人（−46）、男性／29,834人（−17）、女性／30,293人（−29）、世帯数／23,240世帯（−9）

4

　　 小規模特認校小規模特認校

平成 29年 4月発行（毎月１日発行）　Shimotsuke City Public Relations平成 29年 4月発行（毎月１日発行）　Shimotsuke City Public Relations

重要文化財に指定！重要文化財に指定！

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト 

第
21
回
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

●
オ
ー
ス
ト
リ
ア
料
理
教
室

オ
ー
ス
ト
リ
ア
料
理
は
、
フ
ラ
ン

ス
料
理
や
イ
タ
リ
ア
料
理
な
ど
に
比
べ

て
、
日
本
で
は
な
じ
み
が
薄
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

は
古
く
か
ら
の
交
通
の
要
衝
で
多
様
な

食
文
化
の
融
合
が
進
ん
だ
た
め
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
か
な
郷
土
料
理
が
た
く
さ
ん

生
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
の
国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
そ
ん
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ス
イ
ー

ツ
を
作
り
ま
す
。
講
師
は
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
出
身
の
那
須
塩
原
市
国
際
交
流
員
、

フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ー
ネ
さ
ん
で
す
。

■
日
時　

４
月
30
日
㈰　

午
後
２
時
～

■
場
所

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛
館

■
定
員　

10
名

■
参
加
費

　

国
際
交
流
協
会
会
員
1
，5
0
0
円

　

一
般
1
，8
0
0
円

※
小
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
半
額
。
未
就
学

児
は
無
料
。
当
日
集
金
し
ま
す
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、作
っ

た
料
理
を
持
ち
帰
る
た
め
の
入
れ
物

■
募
集
期
間

　

４
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮

※
土
日
を
除
く

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
さ
ん
に
よ
る

マ
マ
パ
パEnglish

サ
ロ
ン
開
催
！

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
子
ど
も

連
れ
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け

る
英
会
話
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
催
し
て
い

ま
す
。

国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
さ
ん
と

一
緒
に
、
遊
び
な
が
ら
気
軽
に
英
会
話

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

も
ち
ろ

ん
、
大
人
の
方
の
み
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
子
ど
も
好
き
の
方
や
外
国
人
の
方

も
大
歓
迎
で
す
！

■
日
時

①
5
月
12
日
㈮　

午
前
10
時
～
11
時 

②
5
月
19
日
㈮　

午
前
10
時
～
11
時 

■
場
所

　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
講
師

　

国
際
交
流
員

　

マ
シ
ア
ス
・
ブ
リ
ッ
タ
ス
ド
ー
フ

■
参
加
費

　

無
料　

た
だ
し
参
加
者
は
国
際
交
流

協
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
年

会
費
1
，0
0
0
円
）。

■
定
員　

①
、
②
そ
れ
ぞ
れ
10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７

サロンの様子


